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プロローグ






「えっ……!?」

　一瞬、目の前が真っ白になりました。どうして私の隣に立つはずの婚約者が、義妹と仲良さそうに腕を組んでいるのでしょう？

「どう……いうことですの？」

「だからぁ、何回言わせるんですか？　シエナお義姉様ったらぁ、耳が遠くなっちゃいましたぁ？」

　媚びるような義妹の声。そんな彼女を愛おしそうに見つめる婚約者を見て、足元がふわふわと揺れた気がしました。

「お義姉様の婚約者であるミカエル様はぁ、今日からアイラの婚約者になりましたのぉ。ねっ、ミカエル様？」

「アイラ、様なんて他人行儀な呼び方はもうしなくていいんだよ？」

「きゃあっ！　ミ、カ、エ、ル……？」

　ひと目も憚らずイチャイチャし始めた二人の周りにはハートが飛び交っています。

　ここはスリフォ王国中央、我がアジリエル公爵家の邸宅。豪奢なホールに集められた貴族たちはそんなやり取りをする私たちを遠巻きに見つめていました。誰一人声も上げません。

　このパーティーのために結い上げた金髪がはらりと顔に落ちます。我が公爵家で金髪碧眼なのは私と亡くなったお母様だけ。私とお父様はあまり似ておりません。それが理由かは分かりませんがお母様が亡くなり、義母と義妹がやってきてから、父は私になど見向きもしなくなりました。

　本当なら、今日、私は婚約するはずでした。ガエフ公爵家の長男であるミカエル様。仮にも婚約者だったはずの私の目の前で、その義妹である女とイチャイチャしているこの男性と。

「分かりました……」

「え、本当にいいんですのぉ？　ミカエルより良い男なんてきっといませんわよ？」

　勝ち誇るように笑う義妹の顔。その顔を見た瞬間、私の中で何かが弾けたような気がしました。

　これまで公爵家の長女として恥ずかしくない令嬢になるようたくさんの我慢をしてきました。厳しいレッスンにも耐え、やりたくもない勉学をし、今日を迎えたのです。

「良かった良かった、シエナがこんなにあっさりと納得してくれるとは思わなかったよ！」

「本当に良かったですわね！」

　場違いな拍手をしながら近づいてきたのは、私の父と義母です。

　あぁ、知らなかったのは私だけだったのですね。

　豪華なドレスも、きらびやかな宝石も、どれもこれも、なんて惨めなんでしょう。

「大丈夫。お前には新しい婚約者をしっかり選んである。帝国に嫁いでくれれば我が公爵家も安泰だ！」

　お金のための縁談ですか。義母と義妹は贅沢ばかりで公爵家はいつも金欠なのは良く分かっています。父は一体どんな相手を選んでくれたのでしょう。

「……ふ、……け……ないで」

「ん、どうした？」

「義姉様……そんなに肩を震わせて、やっぱり悲しいんですわね。仕方ないですわ、ミカエル様には可愛い私のほうが相応しいんですもの。真面目なだけが取り柄の義姉様には……」

「ふざけないで……！　この性悪女!!!!」

　この瞬間、十八年間ずーっと良い子だったシエナ・アジリエルはどこかへいってしまいました。

　アイラの頬をグーパンで殴ると、驚くくらいその細い身体が吹っ飛んでいったのです。

「貴女のほうが可愛いですって!?　冗談もいい加減にしてください。その厚化粧で塗りたくった顔のどこが可愛いというのですか？　風呂上がりなんて誰だか分からなくなるくらいうっすい顔になるくせに。母親に似てお化粧だけは上手ですものね!?」

　驚くほど大きな声が出ました。私ってこんな声だったのね。

　突然叫びだした私から皆距離を取るように遠ざかっていきます。そりゃそうですよね。自分が一番びっくりしていますもの。

「貴方も貴方です。私の婚約者のくせに、アイラの胸ばっかり見て。言っておきますけど、あの子は胸も作り物ですから。毎朝毎朝、ぎゅうぎゅうに詰め物してますからね。服脱いだらツルペタですよ、そこも母親そっくり！」

　胸元を大きく開けたドレスを着た義母が、さっと胸を隠しました。

「シ、シエナ……一体どうしたんだ？」

「呼び捨てにしないでください、貴方はもう婚約者じゃないんですから！　その厚化粧女にコロッと騙されて、あなたみたいな男こっちから願い下げです。結婚もしてないのにキスを迫ってきたりベタベタと身体を触ってきたり、気持ち悪い。知ってるんですからね、公爵子息って身分をつかって使用人にまで手を出してるってこと！」

　眉目秀麗と謳われる男の顔がサッと青くなりました。わぁ噂は本当みたいです。

「お父様!!」

「は、はい!?」

　完全に気を失っている義妹、真っ青な顔で俯く元婚約者、目も合わせない義母。

　もうここには私の居場所なんてとっくになかったんだわ。

「今日限りで、私のことは死んだと思ってくださいませ」

「シエナ……？」

「さようなら」

　そうして私はハイヒールを脱ぎ捨て、全速力で走り出しました。

　行く当てなんかありません。そもそも頼れる人もいない王国内では、すぐに見つかってしまうでしょう。

「そうね、イグニス帝国へいきましょう」

　最近国交を結んだ山の向こうの帝国。それはそれは豊かで栄えた国だと聞いています。女一人きりの危険な旅ですが、今ならどんなことだってできそうな気がするのです。

「さようならお母様。お別れも言わないで出ていく娘をどうかお許しくださいませ」

　シエナ・アジリエル。王国随一の名家と呼ばれるアジリエル公爵家の令嬢は、この日姿をくらませその消息を知る者はいない。








第一章




一話　出会い






「シエナ、このシーツも一緒にお願い！」

「はーい、そちらに置いておいてくださいませー！」

　長い金髪をひとつに結び、ギュッとエプロンの紐を結びました。朝の冷たい水に手を浸しながら、私はせっせと洗濯物を洗います。春の鳥が鳴き始めましたが、まだまだ水は凍えるほどひんやりしています。

「もう……その言葉遣い、まだ直らないのね。どこぞのお嬢様じゃあるまいし、そんな丁寧な言い方しなくていいのに」

「すみません……。直そうとはしているんだけど……」

　ここにきてそろそろ半年。私が貴族だったことを知る人はいません。それでも十八年間培ってきた癖はなかなか直せないようです。

「謝らなくていいよ。悪いことしてるわけじゃないし。でも、なんか、こうムズムズするのよね」

「ふふふ、気をつけますね」

　侍女としての仕事をイチから教えてくれた先輩のジェーンさん。私をとても気にかけてくれています。洗濯も掃除もしたことのない私に、本当に丁寧に教えてくださいました。

「それ終わったらすぐお嬢様のところへいってね。最近じゃ、あなたの淹れたお茶じゃないと飲んでくれないんだから」

「はい、かしこまりました」





＊　＊　＊






　婚約破棄されたあの場から飛び出した私は、その足で父が懇意にしていた質屋に駆け込みました。身につけているもの全てをお金に替えて庶民の服を買い、そのまま乗合馬車に乗り込み帝国へ向かったのです。

　我ながら、自分にはこんなに行動力があったのかと驚きました。今まで我慢していたものを発散していくみたいで、楽しくて楽しくてたまりません。

　ゆっくりと窓の外を流れる景色を見ながら、私は王国を出ました。

　唯一の気がかりだった国境の検問所も、通行料の倍のお金を渡すと身分証もなくあっさりと抜けられました。世の中お金で回っているとは、よく言ったものです。

　帝国までの三日間、トラブルもなく到着した私はその美しい街並みに心奪われてしまいました。

　イグニス帝国の中央都市リンブル。石造りの街並みと荘厳な教会。都市の中央に聳そびえ立つ城は、王国の何倍もの高さです。

　市場にはたくさんの店が並び、溢れるような人でいっぱいでした。王国ではほとんど見かけない獣人やエルフ、ドワーフの方までいます。帝国は本当に自由な国なのですね。

「お嬢さん、うちのリンゴは甘いよぉ」

「綺麗なお嬢ちゃん、うちの宝石ちょっと見ていきなよ」

　歩くだけで次々と声をかけられます。目が回るような人波に飲まれ、そうして……いつの間にか私のかばんの中のお金がなくなっていることに気づいたときには、もう日が暮れていました。

「ど、ど……どうしましょう……」

　全財産を失い、私は途方に暮れていました。まさかスリに遭うなんて思ってもいませんでしたから。

　街並みを惚けた顔で見上げ、キョロキョロしている女一人。格好の獲物にされても文句は言えません。

「せめて……宿代だけでも先に払っておけば良かったです」

　このままでは寝る所もありません。大通りの隅で項垂れるしかない私に、ふと声がかかりました。

「お嬢ちゃん、どうかしたのかい？」

　声をかけてきたのは、人の良さそうなおじ様でした。

「そ、それが……お金をスられてしまったようで……」

「ありゃりゃそれは大変だ。この辺りは悪いことする奴が多いからねぇ……。そうだ、良かったら家に泊めてあげようか？」

「えっ本当ですか？」

「いいよ、いいよ。君みたいな可愛い子は大歓迎だよ」

「ありがとうございます!!」

　良い人に巡り会えました！　これで今日の寝場所は大丈夫そうです。

　そうして私はそのおじ様についていこうとしたのです。が、

「そこの貴女」

　振り返ると、大通りに豪華な四頭立ての馬車が止まっていました。開いた窓から美しい声がします。

「その道の先は歓楽街です。貴女そのままだと身売りすることになりますよ？」

「えっ!!」

　すると今まで親切に声をかけてくれていたおじ様がすごい速さで逃げていくところでした。

「旅費のなくなった若い女性を売り飛ばしてお金を稼いでいるのです。そんな簡単に人を信じてはいけません」

「あ……ありがとうございました！」

　ペコリと頭を下げる私を、その美しい声の主が見つめている気配がしました。

「話が聞こえたのですが、お金をスられてしまったとか……？」

「は、はい。今日、王国からやってきたばかりで……。頼る人もいないのです……」

「わざわざ王国から頼る人もいない帝国にきたのですか？」

　私は言葉に詰まってしまいました。事情を説明できるはずもありません。もしかしたら私はお尋ね者になっているかもしれないのです。

「貴女、名前は？」

「し、シエナと申します！」

　あとから気がつきました。偽名にするべきでしたよね。咄嗟のことで頭が回りませんでした。

「ではうちにきますか？」

「え……？」

「最近使用人が一人辞めてしまったのです。侍女として働けるなら、衣食住は保証しましょう」

　侍女。炊事も洗濯も、掃除さえしたことのない私にできるでしょうか。

　しかし迷っている場合ではありません。このままでは本当に身売りすることになるかもしれないのですから。

「はい、働けます。働かせてください！」

　すると、馬車の扉が開き小さな手が私を手招きしました。

「し、失礼致します」

「貴女、今さっき人を簡単に信じてはいけないと言ったばかりではありませんか。私が悪い人間ではないと言い切れますか？」

　そこにいたのは、その大人びた口調からは想像もできないほど可愛らしい方でした。

　アメジスト色の髪と瞳、長い髪を二つに結びそのパッチリとした瞳がこちらを楽しそうに見つめています。フリルたっぷりの可愛いらしいドレスに身を包んだ少女。

　それが私とミシェルお嬢様との出会いでした。








二話　ミシェルお嬢様






「ミシェルお嬢様。失礼致します」

　紅茶を載せたワゴンを引き、扉を叩きます。どんなことでも完璧にこなしてしまうミシェルお嬢様の唯一の弱点は朝が弱いことです。

　案の定、返事がありません。

「失礼致します」

　本来なら部屋主の返事も待たずに扉を開けてはいけません。しかし、朝ミシェルお嬢様の返事を待っていては、いつまでも部屋に入れなくなってしまいます。

「お嬢様、おはようございます」

　カーテンを開けると豪華な部屋に光が入ります。大きな天蓋付きのベッド、装飾の施された鏡台と机。私の暮らしていた公爵家でもこんな見事な家具は見たこともありません。

「う、うーん……眩しい」

「ミシェルお嬢様。おはようございます。本日は、お嬢様の好きなミルクティーをご用意致しました。起きてくださいませ」

　その小さな手で可愛らしく目元を擦りながら、お嬢様がもぞもぞと動き始めます。くるくるとした寝癖までとても愛らしい。

「……おはよう、シエナ」

「おはようございます。ミシェルお嬢様」

　私の淹れた紅茶をゆっくりと飲み始めると、お嬢様の忙しい一日が始まります。

　帝国一の大家、クリフォード公爵家の末娘であらせられるミシェル様は、齢十二歳にして完璧な淑女でいらっしゃいます。

　歴史、算学、帝王学などの学問はもちろん、ダンスに乗馬、刺繍やピアノまでもマスターしその将来を有望視されるご令嬢です。

　そのうえ使用人にも優しく人望も抜群、どこぞのダメダメ公爵や公爵子息にも見習ってほしいものです。

　そんなお嬢様にも、最近悩みがあるようです。

「はぁ……憂鬱だわ」

「お嬢様……」

　ミシェルお嬢様にはお兄様とお姉様がお一人ずついらっしゃいます。長男のライアス様は公爵家の跡継ぎとなるべく他国へ留学されており、長女のエミリア様は、昨年めでたく他国の公爵家へと嫁がれました。

「私、王族になんてなりたくないわ」

　そしてこのたび、ミシェルお嬢様には帝国の第二王子との縁談が持ち上がったのです。

　第一子の世襲制である王国とは違い、帝国で王となる者は指名制で選ばれます。第二王子の婚約者ともなれば、将来王妃となる可能性もあるのです。

「第二王子殿下は、そんなに嫌な方なのですか？」

「そんなわけないわ。とても良い方よ。私なんかには勿体ないくらい」

　見るとお嬢様の頬がぽぉっと赤くなっています。こんな可愛らしいお嬢様を見るのは初めてです！

「私はお嬢様を幸せにしてくれる方が良いのです。世の中には……嫌な男性がたくさんいますから……。でも、お嬢様にそんな可愛らしい顔をさせる方なら安心ですわ！」

　するとお嬢様の顔がみるみる真っ赤に染まりました。

「もう、シエナったら！」

　そう言ってお嬢様は顔を両手で隠してしまいました。小さな耳まで赤くなっています。

　なんて幸せな日々でしょう。自分が侍女になるなんて考えもしませんでしたが、今こんなにも毎日が楽しいのです。このままミシェルお嬢様のために尽くしていきましょう。できることなら、この方がご結婚されてもついていこう。

　そう思っていたのです。





＊　＊　＊






「避暑でございますか？」

「そうよ。秋になったら、婚約式をしなくてはいけないし、そうなったらもう簡単に出かけられないもの」

　第二王子ダリウス様との婚約が正式に決まり、秋に婚約式を控えたミシェルお嬢様はこの暑い夏を別荘のある避暑地で過ごすことに決められました。

「もちろん貴女もくるのよ」

「えっ私もですか？」

「当たり前じゃない。でなければ誰が私にお茶を淹れてくれるの？」

　お嬢様にはたくさんの侍女がついています。皆仕事は完璧で私など足元にも及びません。

　しかし、なぜかお嬢様は私を側に置いてくださるのです。ありがたいやら恐縮やら、身の引き締まる思いです。

　こうして、帝国に夏がやってきてすぐ私はお嬢様とともに避暑地へと向かいました。

　なぜか私はお嬢様と同じ馬車に乗せられているのですが。

「公爵様はご一緒ではないのですか？」

「お父様はとてもお忙しいから、仕方ないわ」

　ミシェルお嬢様はお生まれになってすぐにお母様を亡くされています。お忙しい公爵様はお嬢様にあまり構ってあげられないようなのです。

　そんなところにもお嬢様への親近感を持っているというのは私だけの秘密です。

「ねぇ、シエナ。貴女本当に家族はいないの？」

「……はい。おりません」

　私のことが知られれば、お嬢様や公爵家の方々にご迷惑がかかります。絶対に話すわけにはいきません。

「貴女、侍女の仕事はサッパリだけれど話し方も立ち振る舞いもすごく綺麗よ。まるでどこかのご令嬢みたい。いろんなお茶会や夜会に連れていってもらったけど、貴女よりマナーができてない人もたくさんいるわ」

　お嬢様は探るような瞳でこちらを覗き込みます。言えません、絶対に言いません。

　必死に目をそらす私を見て、お嬢様は溜息をつきました。

「まぁいいわ。シエナの美味しいお茶が飲めなくなるのは困るもの」

　貴族だった頃から、私は自分でお茶を淹れるのが趣味だったのです。それがこんなふうに役立つなんて思ってもいませんでした。

「貴女は世間知らずだから、あちらでも一人で出かけてはダメよ。また変な人に引っかかったら大変だもの」

　大貴族のご令嬢であるミシェル様こそ世間知らずなのでは？　と思いながら、何も言い返せない私はひたすら俯くしかありませんでした。








三話　さらなる出会い






「わぁ……綺麗な場所ですね！」

　避暑地にある別荘に着いた次の日、私はお嬢様とともに護衛の方一人だけを連れ、別荘の近くに流れる小川までやってきました。

「そうでしょう、小さい頃から私のお気に入りの場所なのよ」

　お嬢様の趣味である絵を描くため、キャンバスを持ってやってきたその場所は夏の新緑に染まる美しい場所でした。

　私は柔らかい芝生のうえに敷物を広げ、お茶の準備を始めました。お嬢様はスケッチブックを広げ、絵を描き始めました。

　その横顔は年下とは思えないほど凛々しく見えました。

「お嬢様は本当にお美しいですね。惚れ惚れしてしまいます」

「シエナは本当に面白いわね。そんなこと私に言う人、あなた以外いないわ」

　ずっと感じていました。お嬢様は使用人に優しい方ですが、どこか一線を引いているところがあるのです。使用人の皆さんもどこか遠慮があるように見えますし、今回の別荘にも最低限の使用人しかついてきていません。




「……お母様は私のせいで死んだの。だからお父様もお兄様たちも私のことを恨んでいるのよ。使用人の皆も私にはあまり関わろうとしないわ。シエナもあまり私に構わないほうがいいわよ」

　その横顔がとても寂しそうで……。

「そんなこと、仰らないでください！」

　思ったよりも大きな声が出ました。ミシェルお嬢様も驚いた顔でこちらを見つめています。

「奥様が亡くなられたのはお嬢様のせいではございません。そんなわけないではないですか。こんなにお優しいお嬢様を残して亡くなられたこと、きっと天国で後悔されているはずです！」

　なぜでしょう。死んでしまった私の母を思い出して、涙が出てきました。

「お嬢様がいなければ、私は今頃どうなっていたかわかりません。どうか、そんな悲しいことを……仰らないでくださいませ」

　止めようと思うのに、涙があとからあとから溢れてきます。婚約破棄されたときも涙なんか出なかったのに、どうしてこんなに寂しい気持ちになるのでしょう。

　お嬢様は真っ白なハンカチで私の涙を拭ってくださいます。

「ごめんなさい。本当に優しいのはシエナのほうよ。私のために泣いてくれるのは、きっと貴女だけだわ」

「……うぅ、そんなこと言われたら、また泣いてしまいます」

　お嬢様は笑いながら、私の泣き顔にハンカチをあててくださいます。

　そのときです。

「おい、そこのお前ら。何をしている？」

　突然の声に振り向くと雑木林の中からぞろぞろと三人の男たちが現れました。

「おぉい、可愛い女がいるぞ」

「え、泣いてんじゃん、どうしたの慰めてあげようか？」

　ボロボロの衣服と傷跡の残る顔。その手にはナイフを持ち、見るからに盗賊です。

「下がれ、この方はお前たちのような者が声をかけていい御方ではない」

　護衛の方が私たちと盗賊の間に入ってくださいます。私はお嬢様を背後に隠しました。

「偉そうなジジイだな」

「そんなにお偉い御方なら、身代金弾んでくれるかもな」

「お嬢様お逃げください!!」

　その声を合図に、私はお嬢様の手を引いて川沿いを下流へと走り出しました。

「逃すかよ」

　後ろから盗賊たちの足音が追いかけてきます。どうしましょう。別荘まではだいぶ距離があります。

「お嬢様、私が囮になって、」

「ダメよ一緒に逃げるの。絶対に手を離さないで！」

　ギュッと握られたこの小さな手を守らなくては！

「誰か助けてください！」

　しかし、こんな辺へん鄙ぴな場所では助けを呼んでも気づいてもらえそうもありません。

　その間も私たちを追いかける盗賊たちはどんどん近づいてきます。

「つ、か、ま、え、た!!」

　乱暴に左腕を掴まれたその瞬間、私の背後にいたはずの盗賊がドサっという音とともに地面に倒れ込みました。

「……え？」

　視界の端を、白い大きな影が横切ります。

「うわぁ！！！」

　真っ白な影が盗賊に飛びかかります。

「あれは……虎？」

　白い毛皮に黒い斑点模様。それは見たこともない大きさの猫のよう。

「……豹ではないかしら、図鑑で見たことがあるもの」

　豹と思われる大きな獣。その素早い動きに為す術もなくあっという間に盗賊たちは倒れていきました。

「すごい。あっという間に……」

『大丈夫？』

　真っ白な豹がこちらに近づきながらそう問いかけてきました。

「ふぇ、しゃ……しゃべった!?」

「シエナ落ち着いて、獣人よ」

　そういえば聞いたことがあります。獣人の中には獣の姿になれる人もいると。

「な、なるほど。すみません、私、獣人の方とお話ししたことがなくて」

　すると、目の前までやってきた白豹さんが目を細めて笑ったように見えました。

「助けていただいてありがとうございます。本当に助かりました」

『騒がしい音が聞こえたから。間に合って良かったよ』

　ミシェルお嬢様が一歩前へ。着ていたワンピースな裾を摘み、美しいカーテシーで一礼をされました。

「私はミシェル・クリフォード。公爵家の者としてお礼申し上げます。もし宜しければ、人の姿を見せていただけますか？」

　白豹さんは一瞬目を見開き、すぐに頷きました。

『少しお待ちいただけますか』

　そのまま白豹さんが林の中に消えると、しばらくして同じ場所から背の高い男性が現れました。

　先程の白豹さんの毛並みと同じ色の白銀の短髪、斑柄の小さな耳、そして金色の瞳はなぜか私をジッと見つめています。

　騎士服に身を包んだ白豹さんは、お嬢様の前に跪きました。

「クリフォード公爵家のお嬢様とは思いませんでした。御無礼をお許しください。私はジルフォード・クルス。帝国獣人騎士団に所属する騎士です」

　獣人騎士団。帝国が豊かな国力を維持するために設立した獣人だけの騎士団です。まさかこんな場所でそんなすごい方に助けてもらえるなんて！

　私も慌ててカーテシーで一礼を致しました。

「侍女のシエナと申します。本当にありがとうございました」

　顔を上げると、金色の瞳と目が合いました。ドキリとするほど、鋭い瞳。

「シエナ……ちゃん。怪我がなくて良かった」

　ニコリと微笑んだ騎士様からは、先程の獣のような気配は感じられませんでした。








四話　一方その頃（シエナの父）






「信っじられないわ。ちょっと聞いているの？」

　王城謁見の間。頭上から苛立った声がかかる。頭を上げることも許されず、私はただ項垂うなだれるしかなかった。

　どうしてだ、どうしてこんなことになった。私はただ幸せになりたかっただけなのに！

「シエナちゃんはまだ見つからないのかしら。あぁ、どこにいってしまったの」

「落ち着いて、大丈夫だよ。きっとすぐに見つかるさ」

　跪く私の前で、慌てふためいているのは王国の王妃であられるアンジェラ様。それをなだめているのはこの国の王太子であるダグリー様だ。

「アジリエル公爵、貴方分かっているの？　実の娘であるシエナちゃんが行方不明なのよ。貴方の後妻のあの女とその娘のせいでね！」

　王妃様と、私の死んだ妻、シエナの母であるシェリーは親友だった。そのせいか王妃は後妻であるアリアへの当たりが強い。

「あんな馬鹿な女に騙された挙げ句、実の娘の婚約者を義理の娘にあてがうなんて……シエナちゃんの気持ちを考えなさい！」

「お言葉ですが、私の妻を馬鹿呼ばわりするのはやめていただきたい！」

「馬鹿にバカと言って何が悪いの。貴族たちの間でも、もう噂になっていますのよ！　厚化粧で貧乳の後妻母娘は、実の娘を追い出した性悪だってね！」

　その言葉に私はグッと俯いた。あの婚約パーティーの日からそろそろ一週間。我が公爵家は貴族たちとの交流が一切なくなった。夜会の招待もなく、我が公爵家の商会では品物が売れなくなったのだ。

「あぁ、貴方がシエナちゃんを公爵家に嫁がせるというから諦めたのに……。本当ならこの子のお嫁さんにしたかったのよ!?」

　その言葉に私は顔を上げた。王太子妃にシエナを？

「え……そ、そんな話が……？」

　先日、他国の王女と結婚したばかりのダグリー様が唇を噛み締めた。ダグリー様は幼い頃シエナを妹のように可愛がっていた。まさか、妻にと望んでいたなんて！

「知りません。そんな話聞いたこともない」

「知らないですって!?　一体何度書状を送ったと思っているの。そのたびに拒否すると言ってきたのは貴方でしょう？」

　聞けば一年も前から、王妃はダグリー王子の妻にとシエナを望んでいたらしい。しかし、そんな手紙見たこともない。

　それが本当ならば、シエナを王族に、アイラを公爵家に嫁がせアジリエル公爵家の権力は絶大なものになったはずなのに!?

「本当に、書状に覚えがないのですか？」

　ダグリー王子の問いに私は力なく首を振った。

「私は読んでいません。返事を出した覚えもない」

　バキっ!!

　その瞬間、王妃は握っていた扇を真っ二つに折った。

「あの女なのね……そうなのでしょう。あれが勝手に返事を寄越したんだわ。うちの息子とシエナちゃんを結婚させないために！」

　まさか……。そんなこと……。どうして、どうしてだ？　我が公爵家が栄えれば栄えるだけ、贅沢させてやれるというのに！

「僕はもう結婚してしまったけれど、シエナをこのままにしておけません。必ず見つけ出し、僕の側室として王族に迎えたいと思っています」

　それを聞き、私は急いで公爵家へと戻った。





＊　＊　＊






「アリア……アリアどこにいる!?」

　帰宅したその足で妻の姿を探した、案の定、彼女は衣装部屋でアクセサリーの品定めをしていた。

「あら貴方、今日はずいぶんと早かったのね」

「そんなことはどうでもいい。お前、私に黙って勝手にシエナへの縁談を断ったな!!」

　派手な宝石に囲まれ、妻のアリアは微笑んだ。

「あぁ、あの王太子妃の話ね。断ったに決まってるじゃない」

「どうしてだ！　シエナが王太子妃になれば、我が家の地位は不動のものになる。そうなれば今よりさらに贅沢できるものを！」

　妻の瞳がギラリと光った。その瞬間、愛おしかったはずの妻が何かの化け物に見えた。

「うちのアイラを差し置いて、あの娘が王太子妃ですって、馬鹿なこと言わないで。なんの取り柄もない、地味で、ブスなあの子が王妃になるなんて認められるわけないでしょ！」

　釣り上がった眼、歪んだ口元、その顔をさらに歪めてアリアは高笑いした。

「シエナを王妃に、アイラを公爵家に嫁がせれば全て上手くいくだろう？」

「はぁぁ……。なんであの子が王族で、うちの娘が公爵家なのよ。逆ならともかく、絶対に有り得ないわ！　あんな子さっさと追い出せば良かった。今まで置いてあげたことに感謝してほしいくらいだわ！」

　いつからだ、いつから私は間違えた。シエナは、私の娘は、……あぁ幼い頃のあの子しか思い出せないじゃないか。

　前妻が死に、その寂しさを埋めたい一心で仕事に打ち込んだ。娘のシエナを省みることもなかった。その寂しさを埋めてくれたのは、アリアだ。しかし、目の前にいるのは愛おしかった妻ではなくただの化け物だ。

「王太子はシエナを探し出すと言っている。見つければ自分の側室にすると……」

「はっ、馬鹿じゃないの。あんな鈍くさい娘、盗賊にでも襲われてとっくに死んでるわよ」

　以前は魅力的に見えた妻の赤い唇は、今はもう血を啜る魔女にしか見えなかった。








五話　再会






「あ、あの……」

「ん、どうかした？」

「手……手が、」

　ギュッと握られた右手。これは所謂いわゆる、恋人繋ぎというものでしょうか？

「あの……そろそろ離してくださいませ」

「離したらまた迷子になっちゃうよ。よし、じゃあこうしよう」

「きゃっ！」

　やっと右手が解放されたと思ったら、大きな手が私の腰に回されました。こんなこと、元婚約者ともしたことがありません！

「ほら早くいこう。買い物するんでしょ？」

　またです。またあの獣のような瞳が私を見つめているのです。スッと細められた金色の瞳は、笑っているはずなのに、その奥にぞわりとする冷たさが見え隠れします。

　どうして!?　どうしてこんなことになったのでしょう？





＊　＊　＊






　時は少し遡ります。

　盗賊に襲われた私たちを助けてくれた白豹の騎士様。ジルフォードと名乗ったその方は、私たちを別荘まで送り届けてくださいました。

「シエナちゃん、またね」

　小さく手を振る騎士様に深々とお辞儀を返し、私は別荘に戻りました。

「お嬢様！　よくぞご無事で！」

　別荘では使用人の皆さんが泣きながら迎えてくれました。護衛の方もご無事だったそうです。

「すぐに公爵様にご報告を……！」

「いいえ、お父様には言わなくていいわ。私はなんともなかったのだから、心配させるようなことをしないでちょうだい」

　翌日から、お嬢様はお部屋に籠もってしまうようになりました。声をおかけしても元気がありません。

　気丈に振る舞っていても、お嬢様はまだ十二歳。怖かったはずなのに……公爵様にも心配をかけないようにしていらっしゃる。

　なんとか元気づけて差し上げたい！　私はお嬢様のために何かできないかと、久しぶりの休日に別荘のすぐ側の街まで出かけることにしたのです。

　そうして、あっという間に迷子になったのでした。

「うぅ……、これではお嬢様の言葉を否定できません」

　さっきまで商店街を歩いていたはずなのに、いつの間にこんな裏道にきてしまったのでしょう？

「やっぱり私は世間知らずの方向音痴なのでしょうか……？」

　トボトボと歩いている私の前に大きな影が落ちました。

「お嬢さんどうかしたの、道に迷っちゃった？」

　顔を上げたそこには大柄な男性が二人。頭の上にはピンと立った耳。長い尻尾がゆらゆらと揺れています。お二人とも獣人の方のようです。

「ど田舎でこんな可愛い子に会えるとは思わなかったな」

「街を案内するからさ、ちょっと俺たちと遊ぼうよ」




　私は後ずさりしながら距離を取ろうとしましたが、あっという間に回り込まれてしまいます。

「怖がらなくていいよ。なんにもしないって」

「そうそう、俺ら騎士だし。変なことしないからさ」

「あの、私は……」

　帝国にきてからこんなことばっかりです。一体私の何が悪いんでしょうか。

「ねぇ、何してんの？」

　突然、道の向こうから声がかかりました。どこかで聞いたことのある、良く通る声。

「あれ、シエナちゃんじゃん！」

　白銀の髪と斑模様の耳。スッと通った鼻筋に薄い唇。そして金色の鋭い瞳。

「……クルス様？」

　その瞬間、私を取り囲んでいた二人の男性がバッと敬礼の姿勢を取りました。

「「クルス隊長！　お疲れ様です！」」

　さっきまでの雰囲気はどこへやら。男性二人は微動だにしません。

「この子、俺の連れなんだ。なんか用？」

「いいえ道に迷っていたようでしたので、声をおかけしただけであります！」

　蛇に睨まれた蛙……というやつでしょうか。大柄な男性二人が小さく震えています。

「あっそ。お前ら邪魔だから早く消えて？」

　するとお二人はすごい勢いで走り去っていきました。

「田舎街とはいえ、裏道は危ないよ。こないだみたいなこともあるしね」

「クルス様は、隊長さんなのですか？」

　一瞬目を見開いたあと、クルス様はとても楽しそうに笑い出しました。

「今、気になるのソコなんだ。思ったとおりシエナちゃんは面白い」

　聞けば獣人騎士団には第一番隊から第四番隊まであり、クルス様は第二番隊の隊長なのだそうです。偉い方だったのですね。

　それにしても『思ったとおり』とは、どういう意味でしょう。

「先日に引き続き助けていただいてありがとうございました。クルス様にはご迷惑を……」

「ジルフォード」

「えっ？」

「ジルフォード……いや、シエナちゃんにはジルって呼んでほしいな」

　にっこりと笑うクルス様。なぜでしょう。笑顔の圧力が強すぎて、嫌とは言えない雰囲気です。

「ジル……様？」

　嬉しそうな、その瞳の奥。背筋がスッと冷たくなるような視線。

　初めて会ったあのときから感じるこの視線は一体何？

「シエナちゃん、どうしてこんな所にいるの？」

「え、あ、あの……お嬢様にプレゼントを差し上げたくて。本屋にいこうと思っていたら迷ってしまって……」

　ふいに私の右手をジル様の大きな手が握り、そのまま歩き出したのです。

「本屋ならこっちの道が近道だよ。いこう」

「ほえ、あの、その、これ以上ご迷惑をおかけするわけには……」

　握られた手を離そうとしたその瞬間、するりと離れた手が今度は指を絡ませられ恋人繋ぎに握られました。

「……!?」

「俺、今日は非番だから気にしなくていいよ。ほら、早くいこう」

　今度はガッチリと握られた手を、私は離すことができませんでした。








六話　初めての買い物






「わぁ……！」

　帝国随一の別荘地であるこのララスの街。昼間の商店街には人がたくさんいき交っています。帝都に比べれば少ないのかもしれませんが、田舎街などという言葉は相応しくありません。

　せっかくの外出なのに、私は今この状況を全然楽しめていません。だってジル様にガッチリと腰を抱き寄せられて歩いているのです！

　こんなときどうすればいいのでしょう？　誰か教えてくださいませ。

「可愛いね」

「……。はぃ？」

「初めて見たときから思ってたんだ。笑った顔が本当に可愛い。柔らかそうな金髪も真っ青な瞳も。また会えて良かった」

　顔を寄せ、そう耳元で囁かれるとブワッと顔が熱くなるのを感じました。

　可愛いだなんて、男性から言われたのは初めてでした。元婚約者には真面目でつまらない女としか言われことがありませんでしたもの。

　ジル様は私の顔をジッと見つめています。

「シエナちゃんって貴族なの？」

「へぅそ、そんなわけないではないですか。ただの庶民ですわ」

「ふーん……。それにしては歩き方が綺麗だし、こうやって歩いてても軸がブレないんだよね」

　仰るとおりです。幼い頃から淑女教育を受けてきたんですもの。頭に三冊の辞典を乗せても、ブレずに歩くことができますわ。でもその癖のせいで私の身元がバレてはどうしようもありません。

　やはり獣人の方は勘が鋭いのでしょうか？

「ほら、着いたよ」

　いつの間にか本屋さんに到着していました。こんなに近い場所で迷っていたなんて恥ずかしい。

「あ、ありがとうございました、では……」

「シエナちゃん甘いもの好き？」

「え、あ、はい、好きです……」

「じゃあこのあと美味しいスイーツのあるカフェに連れていってあげるね」

　ジル様に小さく手を振られながら、私は本屋に入りました。どうやら私の買い物が終わるのを待っていてくださるようです。

「これでは……デートみたいですわ」

　私はふるふると首を振りました。そんなことあるはずないですわね。会って二度目でデートだなんて、そもそも私はデートなんてしたことありませんし。ジル様はお優しい方なんです。きっと。

「何かお探しですか？」

「あっはい、挿絵の美しい図鑑か刺繍の本はございますか？」

　私は変な考えを振り払い、お嬢様へのプレゼント選びに集中することにしました。
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「いいもの見つかって良かったね」

「ジル様のおかげです。本当にありがとうございました」

　買い物を終えると、私の右手はまたジル様に捕まってしまいました。そのまま連れてこられたカフェはとても可愛らしい内装で、焼き菓子がとても美味しいです。

「ジル様の貴重な休日を使わせてしまって……」

「こんな可愛い子とデートできるなら、安いもんだよ」

「ほぇ、デート……なのですか？」

　もちろん、そう言ってジル様は楽しそうに微笑みました。どうしましょう、デートなんて生まれて初めてです。

「すごい、顔真っ赤だよ」

「わ、私、デートなんて初めてで……まだ二回しか会っていませんのに」

「じゃあまた会おうよ。いつまでこの街にいるの？　俺たちはそろそろ帝都に帰らないといけないけど、あっちでまた会えるでしょ？」

　獣人騎士団はこの街の郊外にある訓練場にきているそうです。だから、先程も騎士の方がいらっしゃったのですね。

「夏が終わる頃には帝都に戻ります。お嬢様の婚約式がございますので」

「秋か……。それなら狩猟大会を観においで。君のとこのお嬢様もきっとくるはずだからさ」

　帝都では毎年秋になると王族主催の狩猟大会が行われるそうです。第二王子であるダリウス様の婚約者となるミシェルお嬢様も参加されるはず。その狩猟大会は二部に別れており、一部は騎士団が参加され、二部には貴族や王族の方々が参加されるようです。

「シエナちゃんが応援してくれるなら、優勝できるかもな」

　もっとも大きな獲物をとった男性が優勝となり陛下から名誉を賜る伝統があるとか。私なんかの応援で何か変わるでしょうか？

「お嬢様が私をお供に選んでくださるか分かりませんが……」

「それは心配いらないでしょ。公爵のお嬢様はシエナちゃんがお気に入りみたいだし」

　お嬢様のお気に入りと言われると顔がニヤけてしまいます。そうだったら本当に嬉しいことです。

「あ……ぁ、今のとこ、ライバルはお嬢様かな」

「……え？　今何か仰いましたか？」

「いいや、こっちの話。帝都に戻ったら俺からも招待状送るから、絶対きて」

　こうして私は断る理由もないまま、次に会う約束をしてしまったのです。
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「またね、もう一人で出かけたらダメだよ？」

　わざわざ別荘まで送り届けてくださったジル様は、別れ際私の髪を一房手に取り、その先にそっと口づけました。

「次会うときまで、他の男に触らせないでね」

　私はただ頷くことしかできませんでした。

「次は帝都で会おう。手紙送ってもいいかな。何か花とか、お菓子とか、ほしい物あったら言って、すぐに送るから。絶対だよ？　じゃあまたね」

　最後の最後までジル様のペースのまま、私の初めてのデートは終わりました。








七話　騎士団にて（一番隊長の証言）






「～～♪」

　ここは帝国の別荘地郊外。獣人騎士団専用の訓練場に隣接されている騎士寮だ。

　現在この場所には帝国獣人騎士団の第一番隊と第二番隊が演習にきている。それもそろそろ終わりだ。夏が終わる前に俺たちは帝都に戻らなければならない。

　そんな騎士寮で、俺たちは有り得ないものを見ている。

　騎士寮の一階。だだっ広い食堂で騎士たちは窓際に座る人物を遠巻きに見つめていた。

　獣人騎士団第二番隊隊長ジルフォード・クルス。

　戦闘力の高さ、状況判断の早さと統率力。そして、元祖返りと呼ばれる獣の姿を操ることができる天才騎士。二十八歳の若さで第二番隊隊長になったその男は、戦場の白豹と呼ばれていた。

「ずいぶんご機嫌だな」

「ライオス、お疲れ～♪」

　狼の獣人であり第一番隊隊長を務め、ジルフォードとの付き合いが十年以上になる俺も、こんなに機嫌のいいコイツは初めて見る。

「気色悪いな、みんな引いてるぞ」

「そんなに気持ち悪いかな？　あっ、今日一番隊の奴らが街でナンパしてたからさっきシメといた」

　この別荘地での演習を休暇か何かと勘違いしている奴も多い。コイツに見つかるなんて不運な奴らだ。

「それは手間をかけた。俺からもキツく言っておく」

「よろしく。次、あの子にちょっかい出したら殺すから」

　機嫌良く笑っているその瞳の奥に、ヒヤリとした殺気が見える。コイツが殺すと言ったら、それは冗談でもなんでもない。

「その子がお前の機嫌が良い理由なのか？」

「まあねぇ♪」

　そしてジルフォードは鼻唄まじりに食事をし始めた。仕方なくその正面に腰を下ろす。

「普段笑わない奴が笑うとこんなに気持ち悪いんだな」

「え、俺そんなに笑ってる？」

　ニヤニヤしている頬を触りながらヤツは不思議そうに首を傾げた。

　ジルフォード・クルスを知っている者ならば、その冷酷さも聞いたことがあるはずだ。自分の部下にも容赦なく指導し、第二番隊の訓練は地獄だと言われている。近くで見ていても、あれは指導というより拷問だ。そのおかげか、二番隊の結束力とチームワークは素晴らしい。

　第二番隊の結束力の底には、ジルフォードへの恐怖がある。コイツに逆らおうなんて思うやつは騎士団にはいないだろう。

「自分でも驚いてるよ。俺ってこんな奴だっけって」

　傍から見れば、整った顔をしているコイツは貴族令嬢たちからよく誘いを受けている。俺や他の騎士たちのように汗臭くないし、身体もゴツくないしな。

　しかし、コイツが誰か一人に執着しているのを見たことがなかった。どんな美人に誘われても面倒くさそうに相手している。

「そんなに美人なのか？」

「ハハハ、違うよ。たしかに美人だけど。可愛いんだ、びっくりするくらいね」

　コイツにこれだけ言われる女性とは一体どんな人なのか。気になるところだ。

「ねぇライオス。スリフォ王国に何か伝手とかある？」

「王国……あの山向こうの国のことか。何人か行商人に知り合いはいるが、どうかしたのか？」

「王国の情報が欲しいんだ」

「情報？」

　つい数年前から帝国と国交を結んだ王国。ひどく排他的な国で、人間至上主義だと聞く。俺たちのような獣人は歓迎されないだろう。

「王国内で最近起こった事件について情報集めてくれないか。特に貴族について知りたい」

「あぁ、それくらいなら頼めると思うが。何か気になることがあるのか？」

　スッと笑みが消え、ジルフォードはいつもの真顔に戻った。その鋭い瞳はまさに獣だ。

「まだ確信はないんだ。でも知っておいたほうが後々いいかと思って」

「……？　それはさっきの話と関係あるのか？」

　王国はその人間至上主義のせいで、多種族が共存している帝国を見下している節がある。さほど強くもない戦闘力のくせに、よくそんな強気になれるなと呆れるほどだ。

　そのせいか王国内の情報は驚くほど少ない。山向こうの距離のせいもあるが、王国は国内の情報を漏らしたくないようだ。

「関係ないと嬉しいんだけどね。そのほうが障害が少なくてすむ」

「障害って、お前その子に求婚でもするのか？」

　目の前の男と、結婚や家族という言葉がまったく結びつかない。

「結婚ねぇ……今はまだ早いかな。あんまり追い詰めすぎて逃げられたら困るし。まぁ逃げても、どこまでも追いかけるし、誰にも渡すつもりないけど」

　その瞳は獲物を見つけた獣のように妖しく輝いていた。相手がどんな女性なのかは知らないが、コイツに狙われるなんて不憫で仕方ない。

「お前、その女性の前でそんな顔するなよ？　どこからどう見ても危ない奴だ」

「大丈夫大丈夫。俺、あの子の前ではずっと笑顔だから」

　だから、その笑顔が怖いんだよ。

「王国のことを知りたいなら、俺なんかに頼むよりお前の実家を頼ったほうが早いし正確なんじゃないのか？」

「馬鹿だなぁ。そんなことしたら、あっという間に面倒くさいことになるでしょう？　それこそあの子に逃げられたらどうするのさ。俺、今本当に嬉しいんだ。正直こういう感情って俺には欠けてるのかと思ってたけど、そうじゃなかったみたい」

　心から楽しそうなヤツの笑顔に俺は背筋が冷たくなった。

「とりあえず、その娘の前ではその顔は絶対にするな。分かったな？」








八話　一方その頃（元婚約者ミカエル)






「ミカエル～」

　薔薇の香水の芳しい香りを纏わせながら、ソファに腰掛ける僕にアイラがしなだれかかる。みずみずしい肌、真紅の髪と大きな瞳。僕好みの派手な顔立ち。全てが完璧だ。

「今日はぁ、お家がバタバタしていてぇ。帰りたくなぁい」

「あぁ、公爵はまだシエナを探しているのか。あんな女放っておけばいいものを。アイラ、頬はもう痛まないかい？」

「やっと治ってきましたぁ。あのときは本当に痛かったですぅ」

　あの婚約パーティーで殴られたアイラの頬はそれはそれは大きく腫れ上がった。そのせいで僕はしばらくアイラに会うこともできず、今日は久しぶりに彼女との甘い時間を過ごしている。

「なんかぁ、お父様は昨日王室に呼ばれたみたいでぇ、帰ってきてからすごい不機嫌だし。私怖くてぇ」

　シエナの実母は現王妃と友人だったと聞いたことがある。公爵は何か言われたのだろうか。でも、まさか王室まで関わってくるとはな。あんな女一人いなくなったところでどうだっていいだろう。

　初めて会ったときから、シエナはパッとしない女だった。ゆるくウェーブのかかった金髪、青い瞳は不安げに揺れていた。背中を丸め、俯いていたシエナはただただ地味だった。

「は、初めまして……シエナと申します」

　王国随一のアジリエル公爵家の長女にも関わらず、彼女は質素なドレスを身に纏い、小さなネックレスひとつだけを身につけていた。

　派手な物を好まない、化粧もほとんどしない。教養やマナーはたしかに完璧だったが、それだけだ。まぁ胸は大きいし、身体つきは良かったからな。地味な女を抱くのも面白いかと思っていた。

　しかし手を握ることも口づけさえも拒否され、結婚するまでは純潔でありたいなどとぬかしやがった。本当にムカつく女だ。この王国で女たちの憧れの存在である、この僕が抱いてやると言っているのに！

　アイラが公爵家にやってきたのはその頃だった。ひと目見て気に入った。その派手な顔立ちもいやらしい身体つきも僕好みだ。

　公爵家同士の縁談だ。相手がシエナから美しいアイラに変わるだけ。誰も困らないだろう。なのに、あの女は義妹であるアイラの頬を殴り、そのまま姿を消した。一週間以上経っても、その行方は分からないままだ。そのせいで僕は謹慎を言い渡され、アイラの父は王室から何か言われたらしい。

　あぁ、イライラする。こんなときは女をめちゃくちゃにしてやりたい。

「アイラ、今日はうちに泊まっていったらどうだ？」

「えぇ……どうしましょう、お父様が許してくださるかしらぁ？」

　身体をくねらせ、恥じらうアイラ。あぁ早くこの女を抱き伏せてやりたい。

「僕たちはもう婚約者なのだから、何も心配する必要ないじゃないか」

「もぉ……ミカエルのえっち」
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「ちっ、シエナのあれは本当だったのか」

　隣でぐったりと眠っているアイラを眺めながら僕は溜息をついた。

　裸で横になるアイラの胸元。ドレスを着ていたときにはあったはずの膨らみが、まったくない。

『言っておきますけど、あの子は胸も作り物ですから。毎朝毎朝、ぎゅうぎゅうに詰め物してますからね服脱いだらツルペタですよ』

　本当にツルペタだ。膨らみのかけらもないじゃないか。

「くそ、騙された。これならシエナのほうが大きかっただろう」

　以前一度腰を抱くフリをして、シエナの胸に触れたことがあった。手のひらからこぼれそうな柔らかい胸は見た目以上に大きかった。

　まぁすぐに逃げられたが……。こんなことなら無理やりにでも抱いておくんだったな。

「しかし……」

　シエナの言うとおりアイラの胸は嘘だった。そうなると気になることがある。

『その厚化粧で塗りたくった顔のどこが可愛いというのですか？　風呂上がりなんて誰だか分からなくなるくらいうっすい顔になるくせに』

　隣で眠るアイラの顔は夜だというのにきっちりと化粧が施されている。出会ってから一年ほど、たしかに彼女の素顔を見たことがない。

　ぐっすりと眠っている彼女の隣を抜け出し、シルクのハンカチを水で濡らしてきた。そのハンカチでゆっくりとアイラの肌を拭う。頬、口元、そして目元まで濡らしてもアイラは目を覚まさない。白いハンカチはあっという間に汚れていった。

「な、なんだコイツは……!?」

　ファンデーションを拭った下から現れたのは、普段見ている彼女の顔とは似ても似つかないひどい顔だった。ニキビだらけの額と顎、頬は潤いもなくカサカサだ。唇は思っていたより一回りは小さく、通っていたはずの鼻筋も消えてなくなった。

「……おい、お前僕を騙していたのか!?」

「ふぇえ……ミカエルどうかしたのぉ？」

　目元を擦りながら起き上がった女は、さっきまで抱いていた女とは別人だった。

「なんということだ！　胸も偽物、顔は別人、お前は僕の理想の女ではない！」

「えミカエル……突然どうしたの？」

　すり寄ってくるアイラを振り払い、近くにあった枕を投げつけた。

「出ていけ、そんな顔見たくもない。あぁこんなことなら、シエナのほうがマシだった！」








九話　贈り物






「うぅ……お嬢様……お綺麗です。まるで天からの御使いのようですわ……」

「シエナ……今日はただの衣装合わせよ。すぐに結婚するわけでもないし、そんなに泣かないでちょうだい」

　真っ白なドレスに身を包んだミシェルお嬢様は物語から飛び出してきたようなお姿。陶器のような肌に、何枚ものレースが重なり本当にお美しい。

　婚約式までおよそ二週間となった今日は、朝から何人もの職人が公爵家にやってきてはお嬢様の衣装の最終確認を行っております。

「別荘から帰ってきたと思ったらすぐにこれだもの。本当に忙しくて嫌になるわ」

「お嬢様の大切な婚約式ですもの、そんなこと仰らないでくださいませ！」

　涙を拭いながら力説する私を見て、お嬢様はほのかに口元をほころばせました。

「シエナは本当に素直ね。泣いたり、怒ったり、見ていて飽きないわ。貴女こそ今日は予定があるのでしょう？　準備しなくていいの？」

「え、あ、は……今日は午後にお客様がいらっしゃるだけですので……。ぎりぎりまで仕事をさせていただきます」

　そうなのです。今日、私は本当なら休日なのです。しかし休日とはいっても公爵家はバタバタしておりますし、お嬢様の美しいお姿をこの目で見なければと思いこうしてお側に仕えさせていただいております。

「シエナへのプレゼントの送り主が見られるって侍女たちが騒いでいたわ」

「えぁ……あれは本当に……私も驚いております」

　お嬢様と共に避暑地から帝都に戻ってきた私を待っていたのは、部屋いっぱいの箱でした。

　大きな箱、手のひらに乗るくらい小さな箱。公爵家で与えられた私の部屋は箱で埋め尽くされていたのです。

「シエナが帰ってくる一週間前から毎日届くのよ。貴女、一体誰に見初められたの!?」

　侍女の先輩であるジェーンさんをはじめ、屋敷中の侍女たちに代わるがわる質問され、私はなんと答えたらいいのか分かりませんでした。

　繊細なレースのショール、金細工のブローチにサファイアのネックレス。昨日届いたのは帝都で今流行りの焼き菓子でした。

　送り主はもちろん、獣人騎士団のジル様です。

　帰ってきた私はすぐに手紙を書きました。帝都に戻ってきたこと、プレゼントへのお礼、そしてやんわりともう送らないでくださいと綴りました。

　しかし、それからも毎日贈り物が届きます。もう部屋に入りきらないです。

　さらに私が帝都に帰ってきたなら会いにいくよと手紙が届きました。断れるはずもなくあっという間に今日がやってきました。

「贈り物はもう結構ですとお伝えしたのですが……どうして送られてくるのでしょう？」

「それも今日聞いてみたらいいでしょう。いらっしゃったら応接室にご案内してね、私も改めて先日のお礼を言いたいわ」

「かしこまりました……。ではそろそろ準備してまいります」

　やっと衣装合わせを終えたお嬢様の着替えを手伝ったあと、私は自室に戻りました。
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「ジェーンさん？　大丈夫ですか？」

　メイド服から私服に着替えた私の前を、山のような洗濯物を抱えたジェーンさんが通りかかりました。

「もぉ、全然終わらないのよ」

　侍女たちのほとんどがお嬢様の婚約式準備にかかりきりのため、普段の仕事が溜まってしまうのです。

「良かったら私が干してきますわ。まだ時間がありますし」

「いいわよ！　シエナは今日大切な用事があるんでしょ？　毎日毎日プレゼント送ってくるあの人！　私もあとで見にいくわね」

「大丈夫です、私がやっておきますわ！」

　ジェーンさんの言葉を最後まで聞かずに、私はその洗濯物を奪い取り裏庭へ走っていきました。

「皆さん楽しんでいるのです……。私は真剣に悩んでおりますのに……」

　洗濯物を干しながら私は一人呟きます。

　騎士様のお給金がいくらかは存知ませんが、贈り物がどれも高価な物であることは分かります。侍女として働いて、お金を稼ぐ大変さを私は学びました。

　たった二回お会いしただけ。そんな高価な物を贈っていただく理由がございません。

　あのとき選んだ刺繍の本は、お嬢様にとても喜んでいただけました。お礼をするならば、私のほうなのです。

　バサリと最後のシーツを物干しにかけると、ふと人の気配を感じました。

「……どなたですか？」

　その瞬間、後ろからふわりと抱きしめられたのです。

「ひ、ひゃっ！」

「会いたかった。お帰り、シエナちゃん」

　耳元にふっと笑う声がかかります。

「ジ、ジル様どうしてここに!?」

　後ろから抱きしめられたまま、動こうにも動けません。

「あの、ここは使用人の仕事場で、正面玄関からいらっしゃってくだされば……」

「そう思ったんだけど、こっちからシエナちゃんのいい匂いがしたからさ。早く会いたくて」

　匂い？　私はそんなに匂いますか？

「あの、そろそろ離していただけますか？」

「んー……もう少し……」

「ひぁっ……っ！」

　後頭部にチュと口づけされ、私はやっと解放されました。

　振り返ったそこにいたのは、あの日の普段着とは違う騎士の正装に身を包んだジル様です。

「今日も可愛いね」

　私の髪を優しく撫でるジル様の後ろから、ジェーンさんがこちらを覗いているのが見えました。

「ジェーンさんこれは、その……」

「あ、大丈夫よ！　お嬢様には、私が伝えておくからね。どうぞごゆっくり！」

　何をごゆっくりするのか分からないまま、ジェーンさんは全速力で走っていきました。








十話　お嬢様と騎士






　ピリピリ……そんな音が聞こえてきそうです。いいえもしかしたら、バチバチかもしれません。

　私はただ柔らかなソファに深く腰掛け、自分で淹れた紅茶を飲むことしかできないのです。

「改めてお礼だなんて、お気になさらないでください。自分はただシエナ嬢に会いにきただけですから」

「とんでもございません。私にとっても命の恩人ですもの。公爵家として何もせずにお帰りいただくわけには参りませんわ」

　なぜでしょう……、ジル様も、ミシェルお嬢様もお二人とも笑顔なのです。笑顔のはずなのに、部屋の空気がどんどん冷えていく気がします。

　公爵家の応接室、私の隣にミシェルお嬢様が座り、その正面にジル様が座っておられます。紅茶を飲んでいるのは私だけ。ジル様にいただいたお菓子を食べたくても、食べられる雰囲気ではございません。
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　突然裏庭に現れたジル様をそのまま裏口からご案内するわけにはいかず、私は正面玄関にご案内致しました。そこにはジェーンさんをはじめ、屋敷中の侍女たちがジル様を見にきていました。

『まさか騎士様だとは思わなかったわ』

『それもあの紋章。あれ獣人騎士団の隊長じゃない？』

『えっ、あの白豹さんて女嫌いって噂じゃなかった？』

　ザワザワと聞こえる声も気にせず、ジル様は微笑んでいらっしゃる。

「俺、実はシエナちゃんが会ってくれないかもって思ってたんだよね」

「どうしてそう思われたのですか？」

　隣を歩くジル様が、私の右手をきゅっと握りました。

「俺、あんまりいい噂ないから。シエナちゃんを怖がらせるつもりはないけど、俺といると嫌な思いさせるかも」

　噂……。私も昔たくさん悪い噂をたてられました。元婚約者のミカエル様は社交界の注目の的でしたから、その相手が私なんて不釣り合いだと有る事無い事いろいろと言われたものです。義母と義妹がやってきてからは、さらにひどくなりましたし。

「盗賊から助けていただいて、そのあと買い物を手伝っていただいて、私は本当に助かりました。ずっとお礼を言いたかったです。それに噂は噂ですわ。私はこの目で見たジル様を信じます」

　するとジル様は目を細め、本当に嬉しそうに笑ったのです。

「ありがとう。やっぱりシエナちゃんで良かった」

　ジル様の言葉の意味を聞く前に、私たちは応接室に到着してしまいました。
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「本当にお礼なんて結構ですよ。これからもシエナ嬢に会わせていただけるだけで」

「シエナから貴方様に良くしていただいているとは聞いていましたが……まさか、昼間から抱擁するような仲だとは思いませんでしたわ」

　私はブワッと先程のことを思い出し、頬が火照るのを感じました。ジェーンさんはそんなことまでお嬢様に報告したのですか!?

「お嬢様違うのです、あれは……」

「いやぁ、まさか見られてるとは思いませんでした」

　どうしてジル様はそんなに嬉しそうなのですか！

「騎士団隊長ともあろう御方が、未婚の女性にそのようなことをなさるなんて、すこし品がないのではございませんか？」

「クリフォード公爵家のお嬢様はお若いのに、本当にしっかりしていらっしゃる。でも、それでは好きな女性を口説くこともできないじゃないですか？　自分の心に嘘はつけませんよ」

　……？　それだと、まるでジル様が私のことを好いているみたいに聞こえます。

「口説く、というのであればきちんと言葉を尽くすべきでは？　いらぬ噂をたてられて困るのはシエナです」

「アハハ、参ったなぁ。本当に。お嬢様はお綺麗なうえに、驚くほど頭が切れる」

　にっこりと微笑むジル様に、お嬢様も笑顔を返されます。怖いです、とても怖いのです。

「自分たち獣人は、己の本能に忠実なんです。欲しいモノは絶対に逃しません」

　またあの獣のような瞳が私を見つめています。長い尻尾がゆらゆらと揺れているのはなぜなのでしょうか。

「貴方様がどう思おうと関係ありませんが、シエナは私の侍女です。手放す気はございません」

　あれ、いつの間に私の話になっていたのでしょう。

「私はずっとずっと、お嬢様にお仕え致します！」

　なぜか勝ち誇ったような笑みを浮かべるお嬢様。ジル様は苦笑いです。

「男相手なら負ける気はしないんですけどね。さすが、お嬢様には敵わないな。でも諦めるつもりはありませんから」

　ジル様は侍女をお探しなのでしょうか？　私のような新米よりも仕事ができる方はたくさんおりますのに。

「シエナ、お茶を淹れ替えてくれる？　冷めてしまったわ」

「はい、かしこまりました」

「シエナちゃん。いいよ、このままで。獣人は熱い食べ物が苦手な奴が多いんだ。俺も猫舌だし」

「え、あ、その……」

　どうすればいいのか、お二人の顔を交互に見つめた私にお嬢様がとても良い笑顔で答えます。

「シエナ、グツグツに煮立たせたお湯で紅茶を淹れてきてくれる？」

　有無を言わせぬその笑顔に、私は素早く立ち上がりました。

　こうして、私はお二人を残して厨房に向かうことになったのです。その途中侍女の先輩方に質問責めにあったのは言うまでもありません。








十一話　内緒話（ミシェル）






「その堅苦しい言葉はやめていただいて結構ですわ。全然似合っていませんもの」

　シエナが部屋を出てすぐにそう話しかけると、目の前に座る男はすぐに笑い出した。

「お嬢様は結構辛辣だね。まぁこのほうが話しやすくて助かるよ」

　背もたれに体重を預け、長い足を組む。不遜な態度だが、それが良く似合っている。

「シエナがいないとずいぶん態度が違いますのね」

「彼女は特別。お嬢様だってそうでしょう？」

　その問いに私は否定も肯定もしない。自分だって良く分からないのだ。どうしてシエナをこんなに大切に思うのか。

「まわりくどいのはナシにしよう。彼女は一体何者でどこの誰なのか教えてほしいんだけど」

　その目に嘘はないように見えた。少なくともシエナを大切だと思っているのは本当らしい。

「残念ながら、私も知りません」

　そう言って、彼の目を見つめ返した。金色の鋭い瞳が私を見定めている。

「まさか、庶民だなんて話を信じてるわけじゃないよね？」

「……それはないわ。ここに連れてきたとき、掃除も洗濯も、料理も、何もできなかったのよ」

　侍女たちに指導され、今でこそ仕事ができるようになったが最初はひどいものだった。唯一できるのはお茶を淹れることだけ。

「使用人たちも不思議がっていたけど、本人はあの調子だし、いつの間にか馴染んでいたわ」

　シエナは本当に楽しそうに働いている。まるで誰かに必要とされること、褒められることに飢えているように。そんなところが自分に似ていると感じるのかもしれない。

「貴方こそ直接聞いてみたらいいじゃない？」

「本当にお嬢様はいい性格してますね。それをしたら彼女はきっといなくなる。それが分かってるから聞かないんでしょ？」

　シエナは隠し事をしている。とても大きな隠し事。あんなに素直な彼女が、絶対に明かさない何か。

「シエナは……本当に素直だわ。笑うのも、泣くのも、怒るのも。嘘なんかつくような人じゃないことは、よく分かったわ。そんな彼女が言わないの。貴方の言うとおりよ。それを暴けば彼女はきっといなくなってしまう」

　そんなこと、できるはずがない。

　思い出すのはいつも私を一番に考えてくれる彼女のこと。

『ミシェルお嬢様おはようございます。今日はいかが致しましょうか。ドレスはこちらのペールブルーはいかがですか？』

　どうして教えてくれないの？　私がもう少し大人だったら。せめてお母様が生きていてくれたら、力になれたかもしれないのに。

　私を本当に大切にしてくれる人。この屋敷で唯一心から信じられる人。そのとき、控えめなノックの音が部屋に響いた。

「失礼致します。紅茶をお持ち致しました」

「どうぞ、待ってたわ」

　こうして私と彼の初めての会合は終了した。彼女を引き止めたいのは彼も同じ。でも、簡単にシエナを渡すつもりはないわ。

「あの、本当に、熱いお茶でよろしいのですか？」

　さて不遜な態度のこの男が彼女の淹れた熱々の紅茶をどうするのか、眺めることにしましょう。








十二話　一方その頃（義妹アイラ）






　勝った。

　あの女を見たとき、私はそう確信したの。ぼんやりした色の金髪。ただのガラス玉みたいに感情のない青い瞳。

　儚げ？　可憐？　深窓の令嬢ですって？　馬鹿みたい。そんなんじゃイイ男を捕まえられないじゃない。

　男ウケする派手で女らしい化粧、色気たっぷりのドレス。

　素顔？　そんなものどうだっていいの！　化粧した私が本当のワタシなんだもん！　男の前で化粧を落とさなきゃいいだけじゃない！

　もともと子爵令嬢のお母様は王国の大商人と結婚して私が生まれた。でも私が十歳のとき、お父様は死んじゃった。乗っていた船が嵐で沈んでしまったんですって。

　正直、なんとも思わなかったわ。お父様は仕事が忙しくてほとんど家にいなかったし、顔を合わせたらすぐマナーを勉強しろってうるさかったし。

　困ったのは、もちろんお金のこと。お父様がいればほしい物はなんでも買えた。お金もいっぱいあった。それもお父様が死んだら、全部お終い……。

　……なんてことにはならなかった！　だって、お母様は美しかったんだもの！

　お母様が上目遣いですり寄ると男はみーんな鼻の下を伸ばすの。笑っちゃうわ。みんなすぐお金をくれた。何かあったらすぐ僕を頼ってね。なんて。お母様にはそんな人がいっぱいいたわ。だから全然困らなかった。

　それなのにお母様が後妻になるって聞いて、最初は反対したの。だって、お母様ならいくらでも良い相手を見つけられるのにわざわざ後妻になんかならなくてもいいじゃない。

　でも相手が公爵だって聞いて納得しちゃった。病気で奥さんを亡くした可哀想な公爵様。お母様が優しく声をかけたら、あっという間に虜になったんですって！　やっぱり男の人って簡単！　貴族も平民も関係ないのね！

　お母様の再婚が決まって、義理の姉って人に会ったらさらに笑っちゃった。なにあの地味なドレス。お金なんていっぱいあるのに、宝石のひとつもつけてないのよ？　信じられる？

「これから仲良くしましょうね」

　なんて言うの！　本当におかしい！

　公爵なんてただのお財布よ、私とお母様が綺麗でいるための大きな大きなお財布。あんな義姉と一緒にいたら、私までブスになっちゃう。

　でも、そんな義姉にも良い所がひとつだけあった。あの婚約者のミカエル様。王国の社交界であの人に憧れない女はいないわ。そんな男が義姉の婚約者なんて有り得ない！

「はじめまして、ミカエル様。これからぁ仲良くしてくださいね？」

　そう言って微笑むとミカエル様は満足そうに笑い返してくれた。やっぱり男って単純。

　あの女から男を奪うなんて簡単だった。

　全部上手くいった。全部全部…。

　なのにどうして？　今さらあの女がなんだっていうのよ!?
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「は…え、お父様今なんて仰ったの？」

　昨夜は散々だった。せっかくミカエル様と甘い夜を過ごしたと思ったのに。

　まさか寝ているうちに化粧を落とすなんて思わなかったわ。枕まで投げつけられて、追い出されるように屋敷に戻ってきた。

　そしたらお父様に部屋にくるように呼ばれたの。そこにはお母様もいたわ。

「シエナが見つかるかもしれない。どうやら乗り合い馬車にまぎれて帝国に向かったようなんだ」

　へぇ、あの女にそんな大胆なことをする行動力があるとは思わなかったわ。私の頬を叩いたことといい、義姉も猫被ってたのかしら。

「しかし、そのあとの行方は分からない。まだ帝国にいるのか、他の国を目指したのか……」

「ねぇお父様それがなに、今さらお義姉様が見つかったらなんだっていうの？」

　お母様はイライラとした様子でお父様を睨みつけている。どうしたのかしら？　そんな顔したら眉間に皺ができてしまうわ。

「ダグリー様がシエナを探し出すと言っている。見つけたら自分の側室にすると」

「はぁぁああ!?」

　あまりのことに、変な声が出ちゃった。だってだって有り得ないんだもん！　あの女が王太子様の側室ですって!?

「な、なんでそんなことになってるの!?」

「もうずいぶん前から王妃様も王太子様もシエナを王太子妃にと言ってくださっていたんだ。ずっと、ずっとな……」

　王太子ダグリー様。私が彼に会ったのは、たった一度だけ。義姉が王城に呼ばれたとき、無理やり一緒に連れていってもらったの。

　男の人とは思えないくらい綺麗な顔だった。漆黒の髪はキラキラ艶めいて、あんな人に笑いかけられたら誰だってクラクラしちゃう！　それなのにお義姉様は始終ビクビクして王太子様の顔も見ようともしないの！　信じられない！

　なのに、あの女が王太子妃!?　そんなの認められるわけないわ！

「しかし、ダグリー様はもう正妃を迎えられてしまった。だからせめて、シエナを側室にしたいと……」

「はーい、私。私が側室になりますわー！」

　勢い良く手を上げた私を、お父様は虚ろな目で見つめています。

「そうね、そうしましょうよ、それがいいわよね、貴方！」

　賛成するお母様を無視して、ゆっくりとお父様が首を振ります。

「ダグリー様はシエナじゃなきゃダメだと言っている」

「なぜですの？　私を殴ってどこかにいった女より、私のほうがいいに決まってますわ！」

　怯える義姉の横で、微笑む私を優しく見つめてくれたダグリー様。あの方が私の運命の糸で結ばれた王子様なんだわ！

「頼むから、これ以上困らせないでくれ。お前には婚約者がいるだろう。それに、ダグリー様はもうすぐシエナを探しにいくんだ」

「はぁ？　ダグリー様がわざわざ探しにいくっていうの!?」

　ますます信じられない！　なんであの女のためにそこまでするのかしら！

「もういいわ、お父様なんて知らない!!」

　そう言い放って、私は部屋を飛び出した。

　こうなったら、私が探すしかないわ。ダグリー様より早く見つけ出すの。奴隷なり娼婦なり二度と王国に帰ってこられないようにしてやればいいのよ。

「そうしたら、王太子様は私のものだわ」

　ふふふ、待っていてね、ダグリー様！








十三話　お嬢様の婚約式






　美しい青空がどこまでも続いています。なんて素晴らしい日なんでしょう！

　真っ白なドレスに身を包んだミシェルお嬢様が本当に輝いて見えます。今日は王城で開かれる第二王子ダリウス様とミシェルお嬢様の婚約式です。私もお嬢様の付き添いとしてやって参りました。

「じゃあいってくるわ」

「はい、いってらっしゃいませ」

　付き添いとはいえ、婚約式に参列できるわけではありません。お嬢様のご準備の手伝いが終わり、私たち侍女は会場の近くで待機です。

「ジェーンさん、公爵様はいらっしゃいましたか？」

「あぁ、先程会場に入られたそうよ。でも……挨拶を終えたらすぐに領地に出発されるみたい」

　ミシェルお嬢様のお父様であるクリフォード公爵様。帝都のお屋敷で見かけることはほとんどなく、領地で仕事にかかりきり。お嬢様と一緒にいるところさえ、見かけたのは数えられる程度しかありません。

「せっかくの婚約式ですのに……」

「仕方ないわ、お忙しい方なのよ」

　本当にそうなのでしょうか？　私には公爵様がお嬢様を避けているように見えるのです。

「シエナまでそんな顔してたら、お嬢様も悲しくなってしまうわ。そろそろ休憩時間だし、シエナは王城にくるの初めてなんでしょ。中庭なら入ってもいいらしいから、気晴らしに散歩でもしてきたら？」
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　ジェーンさんに教えていただいた中庭には、それは見事な薔薇園がありました。赤、白、桃色、珍しい黄色や黒い薔薇まで美しく咲き誇っています。

　その中庭から、今まさに婚約式が行われている王城中央の大聖堂が見えました。

「お嬢様……」

　これからお嬢様は成人する十八歳まで王城に通い王族教育を受けます。完璧なお嬢様ですから、教育はすぐに修了なさるでしょう。

　私が心配なのは、お嬢様が全てを押し殺したような顔をされていることです。お母様を亡くし、お父様である公爵様も屋敷に帰ってこない。今日の婚約式にお兄様もお姉様もきてはくださいませんでした。

　この城の中にお嬢様の味方がどれだけいるのでしょうか。

「何か私にできることがあればいいのに……」

　お嬢様がずっと笑っていてくださるように、私は味方でいましょう。ずっとずっとお側にお仕えするのです。

「お前、こんなとこでサボってていいのかよ！」

「お前だって人のこと言えないだろ」

　突然聞こえてきた大きな声に、私はビクリと肩を震わせました。

「護衛の仕事は式が終わってからだ。別に少しくらい大丈夫だって」

「まぁ、それもそうだな」

　男性が二人こちらに近づいてくるようです。私はとっさに大きな木の陰に隠れ、しゃがみこみました。帝都にやってきてから、男性に会うと必ず絡まれるのです。誰かいい逃げ方を教えてくださいませ。

「聞いたか？」

「スリフォ王国の話だろ。いきなり使節団を送ってくるなんてなんのつもりなんだろうな」

　使節団？　王国から？　私は身を潜めたまま、聞き耳をたてていました。

「なんでも人探しをしているらしいぞ。それなのに、その人物の特徴は一切帝国に教えないつもりらしい。そんなに重要人物ならさっさと情報渡せばいいのにな」

　人探し？　まさか……、まさか私を探しているのでしょうか？　いいえ、そんなはずありませんわ。王国が私を連れ戻しても、何も得なんかないはずです。

「なんでも王太子が自ら出向いてくるらしいぞ。よっぽど大切な人なんじゃないのか？」

　王太子ダグリー様。王妃様は、私のお母様の親友でした。そのご縁で何度かお会いしたことがありますが、正直とても苦手な方です。

　どう言えばいいのでしょう？　怖いのです、あの御方の目が。私のことを値踏みするような黒い瞳がいつもいつも恐ろしくてたまらないのです。

「王国って人間しかいないんだろ。今どき人間至上主義なんて、古臭い考えだよな。世の中にはこんなにたくさんの種族がいるのによ」

　人間至上主義。王国がそんなふうに思われていたなんて、初めて知りました。

「正直、人間じゃ戦闘力で獣人には敵わないし。技術力ならドワーフ、医術薬学ならエルフ。そんなことも分かんないのかねぇ」

　私の知っていた世界は、なんて狭い世界だったのでしょう。あのとき王国を飛び出さなければ一生分からないままでした。

「ねぇ、かくれんぼしてるの？」

　顔を上げたすぐそこに、ジル様の金色の瞳がありました。

「……ひ……!?」

　声を上げそうになった私の口を大きな手が塞ぎます。

「シー…………」

　そうでした。婚約式の警備は獣人騎士団が務めるのだと手紙に書いてありました。でも、どうしていつもジル様は私の居場所が分かるのでしょう？

「で、結局その使節団ってのはいつくるんだ？」

「来月の終わり頃って話だがな。狩猟大会が終わってすぐくらいじゃないか？」

　その言葉に私は目の前が真っ白になりました。

　ダグリー様が、帝国にくる？　もし私がここにいることがバレてしまったら……。お嬢様にご迷惑が……。

「そろそろいかないとまずいんじゃないか？」

「ああ、そうだな」

　男性たちが立ち去ったあとも、私は立ち上がることができませんでした。

「シエナちゃん顔色悪いよ。そんなに驚いた？」

　どうしたらいいのでしょう？　私は、またあの国に戻らなければいけないのでしょうか？

　嫌です。せっかく、せっかく大切なものを見つけたのです。私を必要としてくれる人。一生お仕えしたいと思える方に巡り会えたのに。

「シエナちゃん、泣いてるの？」

「……え？　あれ……？」

　いつの間にか頬を涙が伝っていました。体の震えが止まらないのです。

「あ、ごめんなさい……、私、もう、戻らないと」

　立ち上がろうとした私の頬を、ジル様の大きな手が優しく包みました。

「そんな顔をした君をいかせないよ」

　ゆっくりと近づいたジル様の顔。何も言えないまま、私の唇が彼の唇と重なりました。

　柔らかな感触。軽く触れるだけの口づけ。

「ねぇ、どうして泣いてるの？　俺には言えないこと？」

　優しいジル様の声。初めて会ったときより、ジル様は優しく笑ってくださるようになりました。

　いえ、違うのです。そうではなくて、あれ、

　私、今いま……

　ジル様とキス……したの？

「シエナちゃん……？」

「ひ、ひゃあああああえあ!!？」

　ジル様の手を振りほどき、私は全速力で走りました。薔薇園を駆け抜け、出口も分からないまま私は走り続けたのです。
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「あ……あーぁ。早まったな」

　走っていく彼女を見つめながら、俺はゆっくりと立ち上がった。

「あれで走ってるつもりなのかな？」

　びっくりするくらい遅いスピードで彼女が遠ざかっていく。走り方も慣れてない感じで、それがまたなんとも可愛らしい。

「ほんと、どんだけ無防備なの」

　ポロポロと涙を流す彼女はあまりにも儚げで、触れていないと消えてなくなりそうだった。可愛くて、綺麗で、どうしようもなかったんだ。あんな彼女を目の前にして何もするなというほうが無理だろう。

　王国からの使節団。彼女は何を聞いて泣いたんだ？　王国、人探し、……そして王太子。

「最悪の展開だな……。早く調べさせないと」

　狩猟大会まであとひと月もない。それが終われば……。

「絶対に逃さないから。もう我慢するのやめるよ。覚悟してね」

　彼女には届かないのを知っていながら呟かずにはいられなかった。彼女の唇の甘さ、軽く触れただけなのに驚くほど離れがたくなった。

　何度でも味わいたい。

　泣くのなら俺のために泣いてよ。ぐちゃぐちゃに甘やかして、どこにもいけないようにしてあげるから。

「さて、どうしようかな」

　これからのことを考えると自然と笑みが溢れた。








十四話　逃亡






「……エナ、……シエナったら！」

「は、はい！」

　顔を上げると、ミシェルお嬢様が心配そうにこちらを見ていました。

「シエナ、今の話聞いていた？」

「あ、えっと、その……？」

　ハァ……と溜息をつき、お嬢様は呆れ顔です。

「申し訳ございません！」

「……シエナ、あなた最近おかしいわ。婚約式が終わってからボーッとしているし、どこか具合でも悪いの？」

「いいえ、そのようなことは……」

　すると、お嬢様は控えていた他の侍女に人払いをさせました。

「シエナ以外、部屋から出てちょうだい。終わるまで誰も近づかないように」

　あぁ、仕事中に他のことを考えているなんて侍女失格です。お嬢様に叱られても仕方ありません。

「シエナ、ここに座って」

　お嬢様は自分の座っている隣をポンポンと示しました。私はおずおずとそこに腰掛けます。

「本当に申し訳ございません。以後このようなことのないように……」

「ねぇ、あの日何があったの？」

　とても静かな問いかけでした。叱ることも、声を荒げることもなく、お嬢様はまっすぐに私を見つめています。

「どうしてそんな泣きそうな顔をしているの？」

　私はグッと顔に力を込めました。絶対に泣いてはいけません。お嬢様にこれ以上、ご迷惑をかけるわけにはいかないのですから。

「本当になんでもありません。少し疲れているだけですわ」

　にっこりと笑う私を見て、今度はお嬢様が悲しそうな顔をなさいました。

　コンコンっ。

「失礼致します。お話の最中に大変申し訳ございません。突然なのですが、公爵様が今夜領地よりお帰りになるそうです。お嬢様にお知らせしなくてはと……」

「分かったわ。シエナ、今日はもう下がりなさい。ゆっくり休んでね」

「かしこまりました」

　そのとき、お嬢様が部屋を出る私をジッと見つめていたことには気づきませんでした。
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「これと……あと、あれかしら」

　その夜、私は自室で荷物をまとめていました。

　あと二週間ほどで狩猟大会が開かれます。この大会は帝国の貴族の方々の間ではとても重要な行事なのだそうです。王族の方々の前で見事な獲物を取ることができれば、その後の出世にも関わります。張り切るのも当然ですわね。

『君が応援してくれたら、優勝できるかもな』

　そう言ってくれたジル様のことを思い出し、そのまま先日の中庭でのことを思い出しました。

「うぅ……どうしてあんなことを……？」

　自分の唇に触れると、あのときの感触が蘇ります。

「うぅ……あぁあ！」

　ハッと自分で自分の口を塞ぎました。誰かがきたら大変です！

　どうしてジル様は私にキスしたのでしょうか？　キスとは恋人同士がするものではないのですか？　元婚約者とだってしたことありませんでしたのに。

　私の頬を包む大きな手。見たこともない真剣な眼差し。金色の瞳が陽の光でキラキラと揺らめいていました。

『なんで泣いてるの？　俺には言えないこと？』

　どうしてそんなに優しくしてくれるのですか？　そう聞けたなら、ジル様はなんて返してくれるでしょうか。

　全部全部話してしまえたら、どんなに良かったか。

　今日だって、お嬢様に言ってしまいたかった。今までの私のことを全て伝えられたら。それでもここにいさせてくれるかもしれない。

　また私の頬を涙が伝います。ダメです。そんなことをしてはいけません。私のせいでお嬢様にご迷惑をかけるわけにはいきません。お父様が、あの母と義妹が、そして王太子様と王国がお嬢様に何をするか分からないのです。

　一緒にいてはダメなのですから。使節団がくる前にここを出なくては。

　私は最後にお嬢様宛の手紙を小さな文机の上に置きました。

「本当にお世話になりました」

　こうして私は鞄だけを持って、静かに部屋を出たのです。

　今夜は公爵様がお帰りになったので、ほとんどの使用人たちは公爵様のお側に仕えております。私一人が抜け出しても誰も気がつかないでしょう。

　今までお給金で、馬車に乗りましょう。できるだけ遠くにいくのです。

　今から馬車に乗れば朝には国境を超えられるはずですわ。

「ごめんなさい、お嬢様」

　初めての狩猟大会も、将来行われるはずのお嬢様の結婚式も、お側で見たかったです。本当に本当なのです。どうか信じてくださいませ。

　目尻を拭いながら、私は屋敷の裏口を出ました。大通りに出ればまだ人も多いはずです。そこまでいけば大丈夫ですわ。

「見ーつけた♪」

「ひぃ…………！！！」

　ゆっくりと振り向いた先には、思っていたとおりの人が立っていました。

「……どうして、ジル様は、いつも私の居場所が分かるのですか？」

　無言のままニッコリと笑うジル様。それは先日の優しいお顔ではなく、あの獣のような笑顔でした。

「ねぇ、こんな時間にどこにいくの。シエナちゃん、方向音痴だし危ないと思うけどな」

「あ、えっと、これは、そのお使いで……」

「そんなに荷物持って？」

　ジリジリと近づいてくるジル様。ゆっくりと後ずさる私。

「どうして離れるの？」

「あの、なんだか今日はジル様が、その、すごく怖いのです」

　いつの間にか壁際に追いやられた私は、その長い腕に退路を絶たれました。

「そうだね、俺今すごく怒ってるから」

　笑顔のまま、でも瞳の奥はギラギラとしていて、まるで獲物を追い詰めているような……。

「俺さ、初めてなんだよね。昔からあんまり執着心とかなくて、何かがほしいとか思ったことなくてさ。だから正直どうするのが正解なのか全然分かんないの」

　顔の横にジル様の大きな手が置かれています。背中は壁にぴったりくっついて、もう一歩も動けません。

「逃げられたら困るし、しばらくは待ってようかなって思ったんだけど。我慢ってこんなに難しいんだね、知らなかった」

「ジル様、近いです……」

　両手でその大きな身体を押してもびくともしません。

「それなのにさ、なんでいなくなるの？　俺のことこんなふうにして、どこにいこうとしてるのかな？」

　あれ？　今の話は私のことなのですか？

「だからさ、もう攫っちゃおうかと思って」

「え……？」

「大丈夫大丈夫。許可は取ってあるから」

　許可？　攫う？　一体何を仰って……？

「シエナちゃんは寝てるだけでいいから。心配しないで」

　ふわりと花のような香りを嗅いだ瞬間、私の意識は途切れました。








十五話　誘拐？






『お母様これ見て、お庭に咲いてたの！』

　庭の隅で咲いていたタンポポで作った小さな花束。それを私の小さな手から受け取ったお母様はとても嬉しそうに笑ってくれました。

　あぁこれは夢だわ。

　お母様は私が幼い頃から病気がちでした。季節の変わり目になるとよく寝込んでいましたし、一緒に遠出した記憶はほとんどありません。

　私はそんなお母様に笑ってほしくて庭の小さな花を摘んでは、寝室に運んでいました。

　一緒に図鑑を眺めて、この花の名前はスミレ、これはヒマワリ、これはコスモス。そうやってひとつずつ季節を超えていったのです。

　でも、ある夏の暑い日、お母様はベッドから起き上がれなくなりました。そうして眠ったまま動かなくなってしまったのです。

　お父様が泣いているのを見たのはその日が初めてでした。私も一緒になって、目が溶けてしまうんじゃないかと思うくらい泣いたのを今でも良く覚えています。

　お母様のお墓はたくさんの花が咲く美しい丘に建てられました。もうずいぶん長い間お墓参りをしていませんわ。

　お母様、勝手に出ていったこと怒っていますか？

　お父様は変わってしまいました。あのお屋敷に私の居場所はなくなってしまったのです。もう私なんていなくてもいいのです。

　そんな私も大切な方を見つけました。一生お仕えしたいと思える方を。

　でも、その方の側にはいられないみたいです。嘘をついていた罰が当たったのでしょうか？

　帰りたいです。ミシェルお嬢様のところへ。

「帰りたい………」

　自分の寝言で目が覚めました。どうやら寝ながら泣いてしまったようです。涙をこすり、身体を起こすと目に入ってきたのは見たことのない部屋でした。

「ここは……」

　私が眠っていたのは大きな大きなベッド。侍女として与えられていた部屋に入りきらないくらいの大きさです。支柱には美しい彫刻が施され、ゆったりと天蓋が垂れ下がっています。

　まるで、お嬢様が使っていた寝台のよう。部屋の調度品はどれも高級品ばかりです。

「あら、服も……」

　お嬢様の屋敷を出るとき着ていたのは、普段着にしていた茶色のワンピースだったはず。それがいつの間にかシルクのネグリジェに変わっています。

「ここは、一体どこなのかしら？」

　あのとき屋敷を出てすぐ、私はジル様に見つかって……それでそのあと……。

　コンコンっ。

　そのとき、控えめなノックの音が聞こえました。

「どなたですか？」

　恐る恐る声をかけると、ゆっくりと扉が開きます。

　現れたのは、頭に小さな耳のある年配の女性でした。

「おはようございます。お目覚めになられたのですね。ご気分はいかがですか？」

　茶色い長髪を三つ編みに束ね、頭の耳は猫のように見えます。良く見れば尻尾もありました。服装からして侍女の方のようです。

「おはよう……ございます。気分は大丈夫です」

「それは良かった。まる一日眠っていらっしゃったのですよ？」

　彼女がカーテンを開けると、部屋の中がパッと明るくなりました。日が昇ってずいぶん経っているようです。

「あの、ここはどこなのでしょう？　私は一体……」

　そのときバタンっと大きな音とともに、部屋の扉が大きく開きました。

「シエナちゃん!?　起きたの!!」

　息を切らせ、そこに現れたのは、あの日私を攫うと言ったジル様です。

「あぁ、良かった。まさか丸一日眠っちゃうなんて思ってなくてさ。シエナちゃんは薬が効きやすいのかな？　これからは気をつけないといけないね」

「お坊ちゃま!!」

　穏やかそうに見えた侍女さんの大きな声に私は驚いてしまいました。

「女性の寝室にノックもせずに入室するとは何事ですか。貴方をそんなふうに教育した覚えはございませんよ!?」

　毛が逆立ち、尻尾もピンと上を向いています。見た目とは裏腹に侍女さんは厳しい方のようです。

「ごめんって、焦ってたから忘れただけだよ」

　言葉に反して、ジル様は反省している様子がありません。

　やれやれと呆れたように応じる二人のやり取りからは家族のような気安さが感じられます。

「紹介するね。彼女はミラ。ここで侍女長をしてる。俺の教育係みたいなもんだよ」

「ご挨拶が遅れ申し訳ございません。ミラと申します。こちらにいる間、どうぞなんなりとお申しつけくださいませ」

「は、……あ、はい、シエナと申します。どうぞよろしくお願い致します」

　深々とお辞儀をするミラさんにベッドの中からお辞儀を返すと、とても嬉しそうなお顔をされました。

「なんてお可愛らしいのでしょう。まるで物語の花の精のようですわ」

「そうでしょう？　笑ったらもっと可愛いんだよ。いや、泣いたところもいいか……」

「お坊ちゃま！　シエナ様は今、ものすごく戸惑っておられます。まずはこの状況のご説明を」

　するとジル様はベッドに腰掛け、私の右手を取りました。

「勝手なことをしてごめんね。でもこうするしかなかったんだ。いろいろ準備不足だったし、時間がなくて」

　ギュッと握られた手はとても暖かくて、私も少しだけ握り返しました。

「今帝国の国境には王国の兵が紛れ込んでいる。どこを通ってもすぐに捕まるよ」

　ハッとジル様を見つめる私は、その目をそらすことができません。

「シエナ・アジリエル。まさか公爵令嬢だったなんて思わなかったよ。聞かせて、君のこと。今までのこと全部。話してくれるまで帰してあげないから」








十六話　居候？






　昼下がりの庭園。東あずま屋やには真っ白なテーブルセットが設えられ、豪華なアフタヌーンティーが並んでいます。

　新鮮な野菜が溢れそうなサンドウィッチ。たっぷりクロテッドクリームが塗られたスコーン。色鮮やかなケーキやマカロン。香り高い紅茶は夏摘みのダージリンです。

「あの……ミラさん」

「シエナ様。どうぞ私のことはミラとお呼びください。使用人に敬語も必要ありません」

「いえ……でも……」

　ニッコリと笑うミラさんに促され、私は渋々目の前の紅茶に口をつけました。

　どうしてこんなことになっているのでしょう。

　この大きなお屋敷で目覚めてから二日が経ち、なぜか私はこうして優雅なティータイムを過ごしているのです。
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　あの日、私は全てをジル様にお話しました。

　どうして隠し通せるでしょう。アジリエルという家名まで知られてしまっては、もう逃げることはできません。

「……そうして、その、すごくどうでも良くなってしまったのです。父のために良い子でいようと思っていた気持ちが弾けてしまったといいますか……」

「うん、それで……？」

　ジル様はたどたどしい私の話を優しく聞いてくれて、後ろに控えていたミラさんなんて時折涙を流してくださいました。

「それで、その、妹の頬を……」

「頬？」

「こう、グーパンチしてしまったのです」

　弱々しく右の拳を突き出した私を見て部屋が沈黙に包まれました。しかし次の瞬間、お二人が突然笑い出したのです。

「えっ、嘘でしょ!?　シエナちゃん、殴っちゃったの？」

　ジル様なんてお腹を抱えて笑うのです！　最後には目に涙まで浮かべて！

「笑わないでくださいませ！　私もちょっと反省したのです」

「アハハ、おかしい。おかしすぎる。いいよ、シエナちゃんに悪いところなんてないじゃない。一発じゃ殴り足りないくらいだ」

「そのとおりですよ。私ならもう二、三発殴ってます。その元婚約者も一緒に！」

　ミラさんまでそんなことを言うのです。笑い事ではございませんのに。

「それでお父様には、私は今日ここで死んだことにしてくださいと言って飛び出してきたのです。そのあと帝国にきてすぐにお嬢様に拾っていただきましたので……」

　だから今さらになって、なぜ私を探しているのか分からないのです。

「ようやく謎が解けたよ。どうしてシエナちゃんみたいな子が一人でここまできたのか」

　私も話をして少しだけスッキリした気持ちになりました。本当は誰かに聞いてほしかったのかもしれません。

「たくさん話したから疲れた？　ミラ、お茶の用意を」

「かしこまりました。く、れ、ぐ、れ、も、変なことをなさいませんように。シエナ様、何かありましたら思い切り叫んでくださいませね。私、飛んでまいります」

　ミラさんが部屋を出てすぐ、ジル様は私のすぐ側に腰掛けました。

「あの、私はこれからどうなるのですか？　このまま王国に……」

「ここはね、俺の実家なんだ」

「……？」

　ミシェルお嬢様の屋敷にも引けを取らない大きな大きなお屋敷。けれどクルスという名の貴族に心当たりがありません。帝国の貴族の名前は一通り覚えたはずなのですが。

「では、ジル様のご両親の……？」

「いいや、両親は子どもの頃に二人とも流行り病で死んだんだ。ここは俺の祖父にあたる人の家だよ」

　子どもの頃にご両親を亡くされるなんて、さぞ寂しかったことでしょう。

「申し訳ございません。失礼なことを」

「大丈夫大丈夫。もう昔のことだし、君にならなんでも話すよ」

　なんでも？　本当になんでも答えてくれるのでしょうか？

「何か聞きたいことがある？　いいよ、言って？」

　このまま王国に帰ったら二度と聞けないかもしれません。私はずっとずっと思っていたことを聞いてみようと思いました。

「どうしてジル様はこんなに優しくしてくださるのですか？」

　一瞬驚いたように目を見開いたあと、彼は見たこともないような温かい笑顔を見せてくれたのです。

　そのまま私は彼に抱きしめられました。

「それ、本気で聞いてるの？」

「もちろん本気ですわ」

　すると、私の耳に彼が唇を寄せたのです。

「ふぁ、や、やめてください」

「嫌だって言ったら？」

　耳、額、頬、順番に口づけされ、私は彼の腕をほどこうともがきますが、やっぱりびくともしません。

「もしかして、俺が誰にでもこういうことすると思ってる？」

「……、……………」

　コツンと私たちの額がくっついてしまいました。

「俺が優しくするのはシエナちゃんだけだよ。キスするのも抱きしめるのも君だけ」

　身体中が熱くてたまらないのです。顔も耳も首筋まで赤くなっているのがわかります。

「全部、全部、君が好きだからに決まってるじゃない。それ以外の理由なんてないよ」

　すき？　私を？

「王国には帰さない。君を捨てた家族のところになんか帰すわけないだろ。もうどこにもいかせないよ。君はここで暮らすんだ。そう言ったら俺を嫌いになる？」

　私の頭の中は、新しい『どうして』でいっぱいでした。どうして私なんかを好きだと言ってくれるのだろう。どうして私はこんなに身体が熱いのだろう。

「冗談。今はまだ、ね。あとのことは全部俺に任せて、君はゆっくりしていればいいよ。そうしたらまたあのお嬢様のところに帰してあげるから。あぁ、でもできればひとつ、いやふたつかな、お願い聞いてくれない？」

「お願い？」

「そ、簡単だよ。ジルって呼んで、様なんてつけなくていいから」

　今にも唇が触れそうな距離で、お願いを断る方法を私は知りません。

「ジル……」

「そう！　で、俺はシエナって呼んでもいい？」

　私はそのまっすぐな視線から逃げるように頷くことしかできませんでした。

「好きだよ、シエナ」

　こうして私のドキドキな居候生活が始まりました。

「全部終わったら、返事聞かせて？」

　このあと部屋に入ってきたミラさんにジルが追い出されたことは言うまでもありません。








十七話　密約（ミシェル）






『本当にびっくりしたわぁ。何か言ってからいけばいいのに』

『恥ずかしかったのよ。シエナったらすごい初心なんだもの』

『たしかに。そういう話するとすぐ赤くなるもんね。そんなシエナが婚前旅行かぁ』

『いいなぁ。あんなカッコイイ騎士様と……』

『たしかにかっこ良かったけど、ちょっと冷たい感じじゃなかった？』

『馬鹿ねぇ、そこがいいんじゃない。あの冷たそうな方がシエナにだけ優しいなんて羨ましい！』

　今、公爵家はそんな話で持ち切りだ。シエナがいなくなってから二日。本当のことを知っているのは私だけ。シエナはあのプレゼントをくれる騎士様と旅行に出かけた。そういうことになっている。

　まぁ、全てが嘘なわけではないので私は何も言わないことにした。帰ってきてから、侍女たちにからかわれて恥ずかしい思いをすればいいのよ。

　ずっと側にいると言ったのに……。手紙ひとつで出ていくなんて、こんな裏切りってないわ。

　でもその理由を知ってしまった今、私はシエナを責められないの。





＊　＊　＊






　ときは少しだけ遡り、シエナが誘拐？　される三日ほど前のこと。

　この日私は初めての王族教育を受けるため、王城にやってきた。

　第二王子ダリウス様は私より二つ年上の十四歳。彼はとても聡明で武道にも長けている。そんな王子に釣り合うよう、私が成人し結婚する六年後までに完璧な淑女にならなければならない。

『君のような素晴らしい人が僕の婚約者で良かった』

　初めて会ったとき、そう言って笑った彼の顔が忘れられなかった。柔らかくウェーブした茶色い髪とエメラルドのような瞳。緊張して、ありがとうございますと返すことしかできなかった。

　帝国では次代の国王は指名制で選ばれる。そのため私のような者にも将来の王妃となる可能性があるのだ。婚約者としての品位が彼の評価にも関わるのなら、私はできる限り彼の期待に応えたかった。

　教育の場に公爵家から連れていけるのはたった一人の侍女だけ。あとは全て王城の使用人だ。私はその側仕えにジェーンを選んだ。私に一番長く仕えてくれている彼女なら、なんの心配もいらない。

『どこにいても、私はミシェルお嬢様の味方です！　頑張ってくださいませ！』

　そう言って私を送り出したシエナは、あの日から様子が変だ。私の婚約式の日、一体何があったのか。

　シエナの元気がないとなぜか屋敷中の皆が落ち着かないみたいだ。まったく、人騒がせなんだから。

　私まで落ち着かない気持ちで初日の教育を終えた。すると、突然やってきた護衛の騎士から一通の手紙を受け取った。

『お話ししたいことがあります。大切な彼女について。王宮図書館にてお待ちしています』

　記名がなかったが、そんな手紙を送りつけてくる者には一人しか心当りがない。

「案内してくださいませ」





＊　＊　＊






　王宮図書館。そこは王城内でも限られた者しか入れない特別な場所。その扉を開くと目の前には壮大な風景が広がっていた。

　壁を全て覆い尽くす本、本、本。中央に豪華なテーブルセットが置かれていた。その一人がけのソファに腰掛ける、見覚えのある男。

「どうして貴方がここに入れるのかしら？　この場所には王族の方々しか入れないはずです」

　ここに案内してきた騎士はなぜか王族の許可書を持っていた。私は第二王子の婚約者、特別に許可がおりたらしい。でも、目の前に座る騎士はどうして入れるのだろう。

「いやぁ、誰にも聞かれない場所で話したかったので。お願いしたんです」

　ジルフォード・クルス。クルスなんて家名聞いたこともない。男の目の前に腰掛けると、ここまで案内してくれた騎士は音もなく部屋を出ていった。

「誰にどうお願いすればいいのか、私には全然分からないのだけど。貴方一体何者なの？」

「まぁ、それはいずれ話しますよ」

　胡散臭い笑顔だわ。本当、シエナは大変な相手に目をつけられたみたいね。

「ここまでして話したいことって何かしら？」

「もちろん、彼女のことです。彼女の正体知りたくないですか？」

　広い図書館に響く、たった二人の声。

「ぜひ知りたいわ……！　そう言って素直に教えてもらえるのかしら？」

「もちろんお教えしますよ。大切なお願いをひとつ聞いてくれたら」

　本当に無礼な人。いいえ、違うわ。この人は興味がないの。大切なもの以外、どうだっていいのね。

「あの日、シエナは泣きながら帰ってきたと侍女から聞いたの。泣かせたのは貴方？」

「違いますよ。そうだったら良かったんですけどね」

　呆れた。普通、好きな人を泣かせた相手を許せないとか、もう泣かせないようにしますとか、言う場面ではないかしら？

「近々、彼女は君の屋敷から出ていくよ」

　その言葉に、私は大きな溜息で返した。

「あんまり驚かないね」

「なんとなく、予想していました。シエナは隠し事が下手だから」

　何か言いたそうな表情。悲しげな瞳。あれで何もないと思うほうがおかしいわ。

「彼女の身柄を保護させてほしい。至急、彼女を隠したいんだ。許可をくれたら、俺が調べたことを全て話すよ」

　先程までとは違う真剣な眼差し。この男がそんな顔をするのは、本当にあの子に関わるときだけね。

「約束して。彼女を悲しませることは絶対にしないと。そして必ず私の元に帰すと」

「もちろん。あの子に嫌われたら、俺は生きていけないから」

　こうして私たちの密約は交わされた。

　シエナ・アジリエル公爵令嬢。それが、あの子が隠したかったものだったのだ。








十八話　王国（アイラ、ミカエル、……）






「どうして！　どうして見つからないのよ！」

　報告書を机に叩きつけた私に使用人たちが怯えた表情をしますの。どいつもこいつも使えないやつばっかり！

　私はありったけのお金を使って傭兵を雇いました。あれだけの人数を雇ったのに、どうして女一人見つけられませんの!?　あの鈍くさい義姉ですのよ？　見つけられないわけありませんわ！

　お父様の言っていたとおり、義姉らしき人物が帝国に入ったことはすぐに分かりました。しかし、その先の足取りがまったく掴めません。ここ数か月国境も見張らせていますもの、まだ帝国内にいるはずなのに！

「なんなのよ、もう！　お父様もお母様もイライラしてばっかりだし！　こんなはずじゃなかったのに！」

　あれから、私たちアジリエル公爵家は王国の社交界から孤立し、お父様の事業も上手くいっていないようです。収入もなく、お母様は買い物ができなくて使用人に当たり散らしていますの。

　義姉から奪った婚約者のミカエルからもまったく連絡がこなくなったわ。

　全部全部アイツが出ていったせいよ！　どうして、どうしてよ!?　あんな奴いなくなってせいせいしてたのに！

「アイラ。アイラそこにいるのか？」

　部屋に入ってきたお父様はぐちゃぐちゃに荒れた部屋を見て大きな溜息をつきました。お前の娘のせいでこんなことになってるのよ！

「何か？　お金をくれないお父様に用はありませんわ」

「そんなことを言わないでおくれよ。一生懸命やっているんだ」

　何が一生懸命よ。アジリエル公爵家の事業はお父様が外国で仕入れた商品を王国で売る輸入業。お父様は仕入れ担当、王国内での販売はあの義姉が担当していたそうなのです。そんなことまったく知りませんでしたわ。

　だからお父様は王国内でどうやって商品を売ればいいのかまったく知りませんの。本当、使えない父親だわ。

「それで？　なんの用ですの？」

「王太子様から至急城にきてほしいと連絡がきたんだ。シエナのことだと思うけど……」

「ダグリー様から！　どうして早くそう言いませんの!!」

　王太子様が私をお呼びなんて！　なんの御用かしら!?

　もしかして、あの義姉より私のほうが側室に相応しいというお話かしら！　まぁそうだったらどうしましょう！

「今ある中で一番豪華なドレスを着ていきましょう！　うふふ、上手くいけば私も王族に……」

　もしそうなったら婚約者なんて捨てればいいわね。あんな男、ダグリー様の前では霞んでしまうもの。

　待っていてね、私の王太子様♪





＊　＊　＊






「ようこそおいでくださいました。突然呼び出してしまって……」

「いいえ！　王太子様からのお呼び出しならいつでもすぐに駆けつけますわ、たとえ夜でも……♪」

　王城内、王太子であるダグリー様の豪華な執務室に通された私はできるだけゆっくりとソファに腰掛けました。優雅に美しく、王太子様の視線を感じながら。

　あぁ、王太子様は今日もなんて麗しいの。濡羽色の髪と黒曜石のような瞳。一日中だって見ていたいわ。

「それで、その、本日はどんな御用で……？」

「あぁ、もうすぐきてくれるはずですから」

　えっ？　何？　ダグリー様と二人きりではないの？

　そのとき、来客を告げる声が聞こえ、現れた人物を見てお互いに顔を見合わせました。

「アイラ……どうしてここに!?」

「ミカエルこそ！　どうしてこんな所にいますの！」

　義姉から奪った婚約者。私の素顔を見てからまったく連絡をしてこない失礼な男。

「お二人をお呼びしたのは他でもない、シエナのためですよ。お二人はそれぞれ、シエナを探していらっしゃるようですので」

　は？　シエナを探してる？　ミカエルも？　一体どういうこと？

「アイラ、お前もシエナを探しているのか!?」

「ミカエルこそ、どうして今さらそんなことしていますの？」

　それは、その、あれだな……などとブツブツ言いながらミカエルは私の横に腰掛けました。もう！　ダグリー様と二人きりでお話したかったのに！

「それでお二人はシエナの行方が分かりましたか？」

　この質問に私たちは同時に黙り込みました。どうやらミカエルも何も見つけられてないようですわ。

「私も手を尽くして探しているのですが、帝国から出ていないということしか掴めていないのです」

　ダグリー様でも見つけられないなんて、一体あの女はどこにいったんですの！

「しかし、つい先日ある情報を掴みました。シエナのような女性が豪華な四頭立ての馬車に乗ったのを見たという人物を見つけたのです」

　四頭立ての馬車ですって？　我が公爵家だって二頭立てがせいぜいですのに、一体どこの何者ですの？

「あの女……いえ、お義姉様は王国から出たこともないのです。帝国に知り合いがいるなんて聞いたこともありませんわ」

　王国にもシエナの友人なんていないのに、帝国の貴族に知り合いなんているはずないもの。

「そうですか。やはりその先は何も分からなくてね。だから来週、私は帝国にいこうと思っているんです」

　はぁ？　わざわざダグリー様が自分で帝国まで探しにいくっていうの？

「そのようなこと、わざわざ王太子殿下が自らすることはございません！」

「そうですわ、どうしてそこまでなさいますの？」

　この意見だけはミカエルと一致してるみたい。腹立たしいけれど。

「ダグリー様！　側室をお探しなら私が立候補しますわ！　お義姉様より絶対に上手くお相手致します！」

「はぁ!?　お前は僕の婚約者だろう！　今はまだな……」

「なぁに、その今はまだって？　まさか、お義姉様を連れ戻して婚約者に戻そうなんて考えていらっしゃるの!?　信じられない！」

「信じられないのはお前だろうが！　王太子殿下の側室になろうなんておこがましいんだよ！」

　ふふふ、私たちのやり取りを見て、ダグリー様は楽しそうに笑っている。笑顔もなんて素敵なのかしら。

「し、失礼致しました。殿下の御前で」

「ふふふ、いいえ構いませんよ。本当に貴方たちは愉快ですね。まるで発情した獣みたいだ」

　え？　今、なんておっしゃいまして？

「まったく、貴方たちのせいで私の計画が全て狂ってしまった。本当にどう責任をとってもらいましょうか？」

　部屋の空気がスッと冷たくなった気がした。あれ？　私の王太子様が突然違う人になってしまったみたい。

「ダグリー様？」

「ハハ、気安く名前を呼ばないでほしいな。君に許可した覚えはないよ。そのゴテゴテに塗りたくった顔も、鼻につく香水の臭いも本当に不愉快だ」

　さっきまでの笑顔は消え、どす黒い瞳が私を睨みつけている。

「お前の母親のせいで、私はシエナを妻にできなかったんだ。本当なら殺してやりたいくらいだよ。お前も、あの馬鹿な公爵も一緒にな。まぁ別に正妃じゃなくても構わない。側に置いておければいいのだから」

　殺す？　今殺すと言ったの？

　私は突然のことに体の震えを感じた。隣のミカエルの肩も小さく震えてる。

「でも、お前たちにはまだ利用価値がありそうだ。殺すのはやめておいてやるよ、感謝しろ」

　私は生まれて初めて『死』を感じていた。この人の機嫌を損ねたら本当に殺される。

「そ、その、利用価値というのは……？」

「お前たちはこれから私と一緒に帝国にいくんだ。シエナを匿っている者は帝国の貴族の中にいる。そいつを見つけ出すために、お前たちは貴族たちの前で謝罪するんだ。虫けらのようなお前たちでもそれくらいはできるだろ？」

　謝罪？　謝れってこと？

「姉が出ていったのは自分たちが愚かだったせいだ。心から後悔している。どうか戻ってきてほしい。泣き、喚き、土下座して詫びるんだよ。姉を探してほしい。どうか協力してくれって」

　土下座？　なんで私がそんな、あんな女のために。

「シエナは優しい女だ。お前たちがそこまでしたと聞いたら必ず接触してくる。必ずだ」

　ダメ、断れない。断ったりしたら殺されてしまう。

「ど、どうしてそこまでシエナにこだわるのですか？　殿下は昨年結婚され、あんな女にこだわらなくても」

「ハッ！　やはりお前は馬鹿だな？　あの女の婚約者だったのにそんなことも分からないのか？」

　馬鹿な男。わざわざ機嫌を損ねるようなこと言わないでよ。でも、すごく気になるわ。

「シエナは完璧だ。完璧な女だよ。あの美しい髪と素肌、しなやかな身体。貴族なのに驕らず、いつだって不安そうな瞳。家族から愛されず、孤独で寂しげな雰囲気。あぁ、あの女を泣かせたらどんなに気持ちいいだろうな」

　王太子様は立ち上がり、頬を染めながら話始めた。

「お前のような馬鹿な男に裏切られ、傷心した彼女を俺が優しく救い出す。やっと幸せになれる。そう思った彼女の希望をぐちゃぐちゃに踏み潰すんだ！　あぁ、考えただけで興奮するよ！　毎日毎日シエナの泣き顔を想像してきたんだ！　あんなに理想の女、この世に二人といないよ！」

　聞かなければ良かった。怖い、この人怖いわ。

「それなのに逃げるとは思わなかったよ。まさかあの女にそんな行動力があるなんてな。まぁ、その逃亡劇ももうすぐ終わる。必ず連れ戻してやるからな！」

　私たちはもう震えることしかできなかった。必ず連れ戻さなきゃ、じゃないと私たちどうなるか分からないわ。








十九話　夜這い？






　ふわふわ、いやスベスベ？　この感触をどう表現したら良いのでしょうか？

　適度に刈られた短い毛の弾力とサラサラとした毛の流れ。あまり動物には詳しくないのですが、短毛の犬がこんな感触かしら。あれ？　私いつの間に動物を触っているの？

　少しだけ慣れてきた大きなベッド。窓から差し込む朝陽と柔らかい風。私の横には動物？

「おはよ、シエナ。君は寝顔も可愛いね」

　寝ぼけ眼を擦る私を見つめていたのは、いつか見た白豹でした。

「あれ……ジル……？」

「なんで君に撫でられるとこんなに気持ちいいのかな？　獣の姿も悪くないね」

　朝、ベッド、寝顔、寝間着姿に寝癖の私。その隣に、ジル？

「ぴ、ぴゃああぁああああああ!?」
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「本当に申し訳ございません!!」

　朝一番から響き渡った私の声に屋敷中の使用人の方々が駆けつけてくれました。

　そんな中、白豹姿のジルはスルリと部屋を抜け出してどこかへいってしまったのです。

「今全力であの破廉恥な馬鹿坊ちゃまを探しておりますので！」

「ミラ、どうか頭を上げてくださいませ」

　土下座しそうな勢いのミラをなんとか宥めました。

「私のほうこそ朝から大声を出してしまって申し訳ありませんでした」

「いいえ！　シエナ様に悪いところなどございません！　ああいった場合、大声を上げなければダメです！　あのケダモノは、まったく……」

「でも、彼は一体どうやって部屋に入ってきたのでしょうか？」

　毎晩ミラから部屋の鍵を必ずかけるようにとキツく言われていたので、昨晩もきちんと確認しましたのに。

「シエナ様、窓を開けてお休みだったのですか？」

「え？　あ、はい。昨日は少し暑くて、風を入れようと思ったのです」

　ミラは少しだけ開いた窓を閉め、ガチャリと鍵をかけました。

「この窓から入ってきたのでしょう」

「えぇ!?　ここは二階ですわ！」

「はぁ……。あの姿の坊ちゃまなら容易いことです。おおかた窓の外の木をつたって登ってきたのでしょう」

　たしかに窓の外には大きな木があります。その枝を上がってきたということ？

「まったく油断も隙もない。騎士ともあろう者が夜這いとは……」

「でもね、ミラ。私はなんともないわ」

「シエナ様！　貴女様がそんなにお優しいから坊ちゃまが調子に乗るのです！　ガツンと、今日こそは叱ってくださいませ！」

　私はなんと返せばいいのか分からなくて、苦笑いすることしかできませんでした。

「本当に……もっと怒ってもよろしいのですよ。シエナ様が嫌だと言えば、きっとなんでも言うことを聞きますから」

　私は嫌なのでしょうか？　ものすごく恥ずかしくて声を上げてしまいましたが。毛並みの感触もその温かさも、隣でおはようと言われることだって嫌だとは思わなかったのです。

「たしかに……これだけ生殺しで、よく我慢していると言えなくもありませんね」

「ミラ……？　今、なんて？」

「いいえ、なんでもございません！　さぁ朝の支度を始めましょう」

　ベルを鳴らすと侍女の方々が次々と身支度を手伝ってくれます。獣人の方が多いのはやはり主が獣人だからなのでしょうか。

　顔を洗い、髪を結い、ドレスを着る。王国にいた頃は当たり前だったことも今の私には新鮮です。この身支度のために、侍女の方々がどれほど気を使ってくれているのかを知ったからでしょうか。

「いつも本当にありがとうございます」

　私が声をかけると皆さん驚き、そのあと笑ってくれるのです。

「私たちこそ、シエナ様にお仕えできて本当に光栄です。どうかいつまでもこちらにいらしてくださいませ」

　こんな時は私はどう返したらいいのか分かりません。

　ただただミシェルお嬢様に会いたくなるのです。怒っているでしょうか、きっと失望されてしまったでしょう。

「シエナ様、準備が整いました。食堂へ参りましょう」

　王国の実家よりも、ミシェルお嬢様のお屋敷のほうが何倍も懐かしくて、帰りたくてたまらないのです。
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　朝食を終えたあと、私は屋敷の北側にある書斎で過ごすのが日課になりました。

　本当なら侍女の仕事を手伝いたいのですが、それだけは駄目ですとミラにキツく止められてしまいました。

　ただの居候で何も返せないのはこんなにも歯痒いものなのですね。

　窓際のソファに腰掛け、本を読んでいるとキィと音をたてて、書斎の扉が開きました。

「やっぱりここにいた」

　今度は人の姿でやってきたジルは、まるで今朝のことなど何事もなかったかのようです。

「まさか窓から部屋に入ってくるなんて思いませんでしたわ。危ないのでもうしないでくださいませ」

「シエナがこっそり部屋の鍵を開けておいてくれたらしないですむよ？」

　悪戯をする子どものような笑い顔。私にはまだ彼が何を考えているのか良く分かりません。

「そんなこといたしません！　ジルは騎士のお仕事にいかなくていいのですか？」

「狩猟大会まで休暇をもらったんだよ。せっかくシエナと一緒に過ごせるのに仕事なんかいくわけないでしょう」

　狩猟大会まであと一週間ほど。それが終わったら……私はどうなるのでしょう。

「その、ずっと気になっていたのですが、このお屋敷の主であるジルのお祖父様はどちらに？」

「あぁ、ジジイなら旅行だよ、旅行。遠征って名前のね。一年中戦場にいるから、この屋敷に帰ってくるのなんて年に何回か数えるくらいだよ」

　聞けばジルのお祖父様は戦場で知らない者はいないほど名の通った騎士だそうです。

「俺と同じ豹の獣人でね。年取ってるけど、強さはそこらの騎士が束になっても敵わないくらいだよ」

「そんなにすごい御方なのですね」

　この大きなお屋敷も、その力の報酬ということなのでしょうか？

　そのとき、ジルは私の目の前に跪きました。驚くほど真剣な顔をして。

「王国からの使節団。狩猟大会に合わせてくることになったんだ。表向きは帝国との友好を深めるためってことになってる」

「……え!?」

　それでは本当にもうすぐ……。

「あとね……どうやら王太子だけじゃなく、君の義妹と元婚約者も一緒にくるみたいだよ」

　アイラと、ミカエル様が？　一体どうして？

「それでね、シエナ。聞きたいんだ。君は彼らと話したい？　このまま会わなくてもいいなら、俺はそのほうがいいと思うよ。ここにいることは絶対に気づかれないから、使節団が諦めて帰るまでここにいればいい」

　話す？　彼らと？　今さら何を？

「でも、もし何か心残りがあるのなら、王国に何か伝えたいことがあるのなら、会わせることもできる。俺が全力で君を守るから心配しなくていい」

　心残り……。私の……大切なこと。

「これを逃すと、君はもう二度と王国には帰れなくなるかもしれない。それでもいい？」

「あの……私」

「うん？　なんでも言って？」

　本当にいいのだろうか。こんなに優しくしてもらって、さらに我儘を言うなんて、そんなこと。

「シエナ、俺は君を王国に帰すつもりはない。あんな国、捨てればいいと思ってる。でも、シエナにとってあそこは大切な思い出もある場所だろ？　俺はね、シエナ。君に後悔だけはさせたくないんだ」

　大切な思い出。守りたい思い出のある場所。

「王国のはずれに、お母様のお墓があるのです」

「うん」

「とても綺麗な場所で、春にはたくさんの花が咲く大好きな場所で……でも、もう何年もお墓参りできていなくて」

　お母様の思い出は私の心の中にあります。それさえあれば、私はどこでだって生きていけます。でも……。

「最後でいいんです。もう一度だけ、お母様に会いにいきたいです」

「うん、分かった。俺に任せて」

　優しく握られた彼の手の温もり。それがいつの間にか、こんなに安心するものになっていたのですね。








二十話　執着（侍女長ミラ）






「今日という今日は怒りましたよ！　帝国を代表する獣人騎士団隊長がうら若き女性に夜這いとは何事ですか！」

　私の説教なんてどこ吹く風。その機嫌の良さそうな顔が腹立たしい！

「シエナ様が怒らないからといって、やっていいことと悪いことがあります！　反省しないのなら、シエナ様と過ごす時間を減らしますよ？」

「えっ、何それ？　ひどくない？」

　まったく、シエナ様に関することだけはちゃっかり聞いているんですから。

「反省してくださいね。本当に嫌われても知りませんから」

「それは嫌だなぁ。ちょっと本気で泣くかも」

　坊ちゃまにここまで言わせる女性が現れるとは思ってもいませんでした。人生とは分からないものですね。

　絵物語から飛び出してきたような美しいシエナ様を見たとき、我々使用人はそれはそれは驚きました。

　波打つ金色の髪は腰元まで伸び、真っ青な瞳は見つめていると吸い込まれてしまいそう。

　そしてあどけない顔とは裏腹に身体つきはひどく艶めかしいのです。コルセットなど必要ないほどにくびれた腰と不釣り合いなほど豊満な胸。同じ女性として羨ましいと若い侍女たちは話していました。

　しかし、シエナ様の魅力はそれを上回る心の美しさです。使用人一人ひとりの名前を覚え、全てに感謝を伝えてくれる。それがいかに珍しいことか、ご本人はまったく気づいていないのでしょう。あの坊ちゃまが惹かれてしまうのも納得です。

　坊ちゃまがこの屋敷に連れてこられたのは、十歳になるかならないかという頃でした。私はその日のことを今でも忘れられません。

　まるで死人のような瞳。人生の全てを諦めたような、死ぬことも生きることも選ぶことをしない人形のような子ども。

　ご当主様のおかげで少しずつ変わってはいきましたが、坊ちゃまの本質は変わってはいません。むしろ最近は全てを諦めたように作り笑いばかりしているのが、とても心配でした。

　そんな坊ちゃまがシエナ様と一緒だとあんなに優しく笑うなんて。シエナ様にはいくら感謝しても足りません。
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「ねぇミラ、シエナの家族のこと聞いてどう思った？」

　シエナ様との時間を過ごされたあとの坊ちゃまはいつにも増して上機嫌です。なので自室で寛ぎながらそんな話をされるとは思ってもいませんでした。

「どうと言われても……。正直信じられません。あのシエナ様にそんなひどい仕打ちができるなんて。シエナ様ご本人の言葉でなければ信じなかったでしょう」

「そうだね。ほんと有り得ない」

　実の娘を蔑ろにする父親、彼女をブスだ愚鈍だと蔑む義母、その婚約者を寝取る義妹。

　そんな環境でよくあのような可憐な女性が育ったものです。

「亡くなったお母様はさぞ素晴らしい方だったのでしょうね」

　王国を飛び出し、侍女となったあともシエナ様の素晴らしさは失われなかった。それが私にはとても嬉しいのです。

「シエナは誰も恨んでないんだ。家族も馬鹿な元婚約者も」

　ここにきてからもシエナ様からは恨み言ひとつ、愚痴ひとつも聞かない。それが私には少し歯痒いのです。

「坊ちゃま、ひどいお顔になっていますよ。絶対にその顔はシエナ様に見せないようにしてください」

「ハハハ、分かってるよ」

　闘気、いやこれは殺気ですね。この眼力だけで相手を殺せそうな瞳が戦場の白豹と呼ばれ恐れられる由縁です。

「シエナは全てを奪われた。家も居場所も。彼女の支えは大好きな母親の記憶だけ。それなのにさ、どうしてあんなに可愛く笑うんだろう。愛おしくて愛おしくて、たまらなくなるんだ」

　言葉とは裏腹に部屋の温度はどんどん下がっていく。これに耐えられるのは、侍女長である私とご当主様くらいかもしれませんね。

「もっと彼女が怒ってくれたら、泣いてくれたらさ。こんなにイライラしなかったかもな」

　誰にも、何に対しても執着しなかった人間がその相手を見つけたとき、その愛はこれほどまでに歪むものなのですかね。

「聞く限り、元婚約者も最低な男だったみたいだし。野郎の手で汚される前に飛び出してきてくれて良かった。じゃなきゃ俺、何してたか分かんないや」

　今だって何をしでかすか分からないですけど。

「俺、シエナの全部がほしいんだ。今までの時間はどうやっても無理だから、これからの時間は全部ほしい。全部、どんな欠片も残したくない」

　坊ちゃまの言う全部とは、一体どこまでなんでしょう。正直、私にもサッパリ分かりません。

「だからさ、シエナが許しても俺は許さない。父親も義母も義妹もクソ野郎の元婚約者も、王太子も……」

「王太子!?　どうしてそこで王太子まで出てくるんですか？」

　シエナ様のお話にもなんとなく怖かったとしか出てこない方です。いくら小国とはいえ、一国の王太子ですよ！

「全部って言ったでしょ。嫌なんだよ、あの子が他の男の頭の中で何をされてるか、想像しただけで吐きそうだ」

　坊ちゃま曰く、ずいぶんと黒い噂のある王太子のようですが。

「国交に関わることですから、あまり勝手なことはなさいませんように」

「いちおう気をつけるよ。でももし、俺の目の前で彼女が貶められたら……」

　とりあえず至急ご当主様にご連絡を入れておきましょう。何かあってからでは遅いですから。








二十一話　前夜






「どうしましょう……」

　ベッドの中で何度目か分からない寝返りを打ちました。眠らなければと思っているのに頭の中でいろいろなことを考えてしまいます。

　帝都で行われる狩猟大会まであと二日。明日、ジルは大会に参加するために騎士団の宿舎に戻ります。

『シエナはここで待っていてくれればいいから』

　その言葉に頷いたものの……、私はどうしてもお嬢様のことが気になって仕方ないのです。

　王国からの使節団がなんの根拠もなく帝国にやってくるはずありません。私が帝国にきたことはとっくにバレているのでしょう。だとしたら、私を匿っているのがミシェルお嬢様だということは知られているのでしょうか？　私のせいでお嬢様が罪に問われるようなことはないのでしょうか？

　私だけがここに隠れていて本当にいいの？

　アイラにもミカエル様にも話したいことなどありません。ただただ私のことは放っておいてと思います。

　でも私のせいでお嬢様に迷惑がかかることだけはどうしても耐えられないのです。

　コツン、コツン。

　その時、窓の外で何か音がしました。

　コツン、コツン。

　気のせいではないみたいです。私は恐る恐る窓に近づきカーテンを開けました。

「……ジル!?」

　窓の外、大きな木の枝から白豹姿のジルが手を伸ばしています。窓を開けた途端、彼は音もなく部屋に入ってきました。

「危ないからやめてくださいと言いましたのに。ミラにまた怒られますわ」

『シエナが黙っててくれたらバレないよ』

　ソファに腰掛けた私の膝に彼の顎が乗せられました。

「撫でてもいいですか？」

『もちろん』

　柔らかな額を撫でると彼は気持ち良さそうに目を閉じました。

「ジル……、私……眠れなくて」

『知ってるよ。シエナはいつも自分のことより人のことを心配してるからね』

　そうでしょうか？　私は自分のために帝国に逃げてきたのです。いろんな人に迷惑をかけてばかりですわ。

『シエナ。やっぱり俺は許せない。君を追い出した奴らが何もなかったように生きていくなんて』

　彼は獣の姿をしていても金色の瞳の鋭さは変わりません。

『本当なら言いたくなかったけど、あとから聞いたら君に嫌われるかもしれないから』

「……？」

『奴らの狙いは君を誘おびき出すことだ。君を匿っていた者を見つけ、人質に取ってでも君を連れて帰るつもりだよ』

「そんな……！　どうしてそこまで!?」

　ミシェルお嬢様に何かあったら……私は。

「アイラだって、私に出ていけと言っていたのに。どうして今さら帰ってこいだなんて言うのですか！」

『首謀者は君の家族じゃない。王太子だ』

　私を見つめる漆黒の瞳。舐め回すように見つめるあの視線が怖くて怖くてたまらなかった。この方が次代の王になるんだと思うと、王国はどうなるのかと心配でした。

「なんで？　私とダグリー様には何も……」

『あの王太子にはいろいろと噂がある。君には聞かせられないような話ばかりだよ』

「どうしましょう……！　お嬢様が……」

『落ち着いてシエナ。まだあのお嬢様のことはバレてないはずだよ。まぁ、時間の問題ではあるけど』

　ジルは身体を起こし背筋を伸ばすと、まっすぐに私を見つめました。

「ジル、私やっぱり待ってるだけは嫌ですわ。私はもう大切なものを諦めたくありません！」

　私の言葉を聞いて白豹はニヤリと笑いました。

『そう言うと思った。俺は、君を守りたい。でも君の大切なものも一緒に守りたいと思ったんだ。こんな気持ち初めてだよ』

　するとジルの身体が白いモヤに包まれ、そのまま人の姿に戻っていきます。筋肉質な体、太い二の腕、そして……。

「ジル、待ってください！　服は？」

「あぁ、この元祖返りって技、服はどうしても元に戻せないんだよね」

　そういえば、初めて会った日お嬢様が人の姿を見せてくださいと言ったとき、少し戸惑っていました！　あれはこういうことだったのですね！

「ジル……、ちょ」

　私はそのままソファに押し倒されてしまいました。

「んん……！」

「ちょっとだけ、お願いシエナ」

　大きな手に口を塞がれ、首元に彼の吐息を感じます。突然、鎖骨の間を彼の舌がなぞる感覚に身体がビクリと震えました。

「やぁ、……ダメ」

「少し痛いけど、我慢してて」

　その瞬間、鋭い痛みとともに首筋に何かが刺さりました。

「痛いっ……」

　噛まれたのだと気づいたときにはもう、彼は流れた血を美味しそうに舐め取っていました。

「俺のこと嫌いになった？」

　突然のことに自分の心臓がうるさくてたまりません。ドクドクと脈打つたびに、首筋の噛まれた跡が痛みます。

　私は小さく首を横に振りました。

「獣人はね、こうして好きな相手の首筋に自分の歯型をつけるんだ。俺のものだって印だよ」

　印、ジルの……もの？

「ごめんね、俺は君を守りたい。独り占めしたいのに、それには彼らが邪魔なんだ。君の心の中にあいつらがいるってだけで吐き気がする。君の家族だけならいいんだけど、あの王太子だけはちょっと厄介でね。もしかしたら君を危険な目に合わせるかもしれない。でも信じて、全部上手くいく。必ず君を助けるから。俺を信じてくれる？」

　大きく頷いた私を見ると、彼はまた白豹の姿になり、あっという間に窓から部屋を出ていきました。

　私の首筋に真っ赤な歯型だけを残して。








二十二話　狩猟大会






　天高く馬肥ゆる秋。そんな言葉がぴったりな晴天のもと、私は二週間ぶりに帝都に戻ってまいりました。

「さぁさぁ、皆さん！　まだ間に合うよ！　一番人気は久しぶりに参戦する獣人騎士団二番隊だ！　ほら賭けなくていいのかい？」

「よし、俺は二番隊に一万だ！」

「俺は一番隊に一万五千賭けるぜ！」

　狩猟大会は貴族にとって大きな行事だとは聞いていましたが、帝都の皆さんもすごいお祭り騒ぎ。あちこちに屋台が出ていて、人の多さに歩くのがやっとです。その中を私は頑張って早足に進みました。今日は絶対に迷子になりません。目的地は都のどこからでも見えますから。

　ジルから教えられたとおり王城の使用人用裏口には誰もいませんでした。そのまま狩猟大会の会場である城の裏手、広大な私有地の中にある森へ向かいます。

「シエナ……？」

「ひぁ！」

　城の回廊を抜け、中庭に出たところで突然後ろから声をかけられました。それは私のずっと聞きたかった声。

「ミシェルお嬢様……？」

　鮮やかな黄色のドレスに身を包んだお嬢様。たった二週間会っていなかっただけなのに、なんだかとても大人っぽく見えました。

「お嬢様！　どうしてこちらに？」

　私が駆け寄りお嬢様の前に膝をつくと、ミシェル様はゆっくりと近づき、そしてムギューっと私の両頬を摘みました。

「い、いたいれす……」

「シエナ、貴女言ったわよね？　私が結婚するまで、いいえ、結婚してからもお仕えしたいですって。あれは嘘だったのかしら？」

「いいぇ、うそりゃないれす」

「あら、だったらどうして手紙ひとつで出ていったりしたの？　私の気持ちも考えないで」

　お嬢様の瞳が涙で潤んでいました。それを見たら私も泣けてきてしまいます。

「貴女が貴族だってことくらい、とっくに分かっていたわよ。どうして何も言ってくれないの。うちの他にいく当てなんてないくせに」

　私の頬から手を離すと、その細い腕で私を抱きしめてくださいました。

「申し訳ございませんでした」

「本当だわ。帰ってきたらこき使ってやるんだから」

　その言葉に、私は声が震えました。

「帰っても……よろしいのですか？」

「当たり前でしょう。貴女は私の侍女なんだから」

　お互いの涙を拭っていると、自然と笑ってしまいました。

「よく私だとお分かりになりましたね」

　私は今、変装のために茶髪のカツラを被り、分厚い伊達眼鏡をかけているのです。

「シエナは歩き方ですぐ分かるわ。頭がブレないもの」

　そういえばジルにも同じことを言われたことがあります。

「どうしてこちらにいらっしゃったのですか？」

「それは歩きながら話しましょう。全部あの男の指示よ」

　中庭から城の裏手へ、お嬢様は迷うことなく進んでいきます。

「昨日、王国からの使節団が到着したわ。皇帝陛下が貴族たちを招いて盛大に歓迎会を催したのだけど……」

　王太子ダグリーとその側近たちはそれはたくさんの献上品を持ってやってきたそうです。

　歓迎会が終盤に差しかかった頃、会場に連れてこられたのが私の義妹であるアイラとミカエル様。

「すごかったわ。二人ともすごいやつれていて、涙ながらに訴えるの。行方不明の姉が帝国にいるはずだって、どうか探してくださいって陛下に土下座までして」

　あのプライドの高い二人がそんなことを？

「信じられませんわ」

「そうよね、正直出席者も半信半疑だったと思うわ。陛下も捜索に協力すると仰っていたけど、あまり積極的ではないように見えたもの」

　そんなことをしたって帝国にはなんの得もありませんからね。

「シエナ、私も見たわ。あの王太子」

「はい……」

「貴女の言ってたこと、良く分かったの。言葉にはできないけれど本当に気持ち悪い」

　あの人がすぐ側にいるのですね。想像するだけで体が震えました。

「あのどちらに向かっているのですか？」

「もちろん、我が公爵家の観覧席よ。せっかくなんだもの、あの男の実力を見ようと思って。シエナも応援するのでしょう？」





＊　＊　＊






　狩猟大会、午前中は獣人騎士団全四番隊による対抗戦が行われます。森の中に獲物を放ち、より多くの数を仕留めた隊の勝利だそうです。

　貴族たちはそれぞれ観覧席と呼ばれる天幕の中からそれを観戦します。公爵家の観覧席には私とお嬢様しかおりません。

「公爵様は……？」

「今、領地でのお仕事が立て込んでいるのですって。仕方ないわ」

　厄介事を持ち込んでいる私が言うことではないのですが……、いつかお嬢様と公爵様のわだかまりも解消できたらいいのに。

「見て、二番隊が首位だわ」

　観覧席からはそれぞれの隊のとった獲物の数が見えるようになっています。ジルの二番隊が一位、次が一番隊のようです。

「ここ数年、二番隊は不参加だったのよ。わざと遠征や演習を入れたりしてね」

「そうだったのですか？　知りませんでした。どうして今年は参加されたのでしょう？」

　お嬢様がすごい顔でこちらを睨んでいます。

「貴女のために決まっているでしょう。あの男の行動は全てシエナに向かっているのよ。いい加減気づきなさい」

　首筋の跡を服の上からなぞると、まだヒリヒリと痛みます。私のため、全ての理由。

「ほら戻ってきたわ。二番隊が優勝よ」

　馬に跨り、最後の獲物を携えたジルがこちらに気づいて手を振りました。周りの観覧席で女性たちの声が上がります。

「案外人気者なのね。まぁシエナしか見えてないんでしょうけど」

　お嬢様が席を立ち、観覧席を出ていきます。

「さぁここからが本番よ。いきましょうか」








二十三話　罠（王太子ダグリー）






　人生は退屈だ。全てを完璧にこなせる俺の前では特にな。

　漆黒の髪と黒曜石のような瞳。この整った顔で少し微笑めば女たちは頬を紅く染める。生まれたときから手に入らない物などなかった。王国唯一の王太子。俺が願えばどんな願いでも叶う。金も女も、王国でさえもいずれは俺のモノになる。なんて容易い世界だ。

　俺は他人の汚く歪む顔を見るのが大好きだった。希望を打ち砕かれ絶望に沈む顔、ボロボロに泣き崩れ許しを乞う顔。美しい顔が歪む様に驚くほど興奮した。

　昨年結婚した妻は隣国の共和国と呼ばれる小国の王女だった。男を知らない女をボロボロにするのは楽しかったが、それもしばらくすると飽きた。

　そんなときだ、シエナが王国を飛び出したと聞いたのは。

　幼い頃から、シエナは俺の本性を見抜いていた。あの女は俺を見るたびに怯え、できる限り関わるのを避けた。馬鹿な女だ、そんなことをしてもいずれは俺のモノになる。家族の誰からも愛されず、婚約者にすら裏切られた女。手に入れるのは容易い。そう思っていたのに……。

「勝手に逃げ出すとはいい度胸だ」





＊　＊　＊






「お初にお目にかかります、ミシェル・クリフォードと申します」

　菫色の瞳と髪。勝ち気そうな眼差しが印象的な美少女だ。

「初めまして、お会いできて良かった」

　狩猟大会もそろそろ終盤に差しかかった頃、王国使節団の観覧席にその少女は現れた。侍女も連れず、しかしその表情からは何も読み取れない。

「ぜひミシェル嬢にお聞きしたいことがございます。少しだけお時間よろしいでしょうか？」

「はい、私でよろしければ」

　そう言って、俺は彼女とともに会場をあとにした。

　シエナは帝国の貴族に匿われている。それも四頭立ての馬車に乗るほどの大貴族だ。帝国といえどそんな貴族の数は限られる。それに、何も取り柄のないシエナが男に取り入るとも思えない。

　そんな中見つけたのがこのクリフォード公爵家の末娘ミシェルだ。母を亡くし、実の父親にも見放された悲劇の美少女。あのお優しいシエナが同情しそうな女だ。公爵もほとんど屋敷に寄りつかず、侍女が一人増えたとしても誰も疑わない。

「突然お手紙を送りつけ、驚かれたことでしょう。本当に申し訳ありません」

「いいえ、私も王太子殿下とお話したいと思っておりましたの」

　王城への道を歩きながら話を切り出すと、意外にも公爵令嬢はそんなことを答えた。なんだ、この女の余裕は。

「どこか人に聞かれない場所でお話したいのですが」

「それなら中庭はいかがですか？　ご案内致します」

　自分から人のいない場所に連れていくとは馬鹿な女だ。やはり先程の余裕は気のせいか。

　すぐに中庭の東屋に着くと、俺たちは向かい合わせに腰掛けた。

「以前もお伝えしましたが、我々は王国から行方不明になった公爵令嬢を探しています。シエナという金髪碧眼の女性なのですが、クリフォード公爵家に似た女性がいると……耳に致しまして」

「はい、シエナは我が公爵家で侍女として働いております」

　あっさりとミシェルは自白した。

「あぁ、そうでしたか……。本当に無事で良かった」

　俺は心から安心した、そんな顔をしてみせる。笑いを堪えきれない口元を隠しながら。

「今、彼女はどこに？」

「その前にお聞きしたいことがございます」

　ニッコリと女は不敵に笑った。

「シエナは王国に戻ったらどうなるのですか？」

「彼女は婚約者と義妹に裏切られ、ひどく傷ついているのでしょう。できればアジリエル公爵家に帰してあげたいのですが……。彼女が許してくれるのなら、ぜひ私の側妃として迎えたいと考えております」

　涙を浮かべ、目の前の女を見つめる。どうだ？　誠実で心から彼女を心配している男に見えるだろう？

「では、シエナが王国に帰りたくないと言ったらどうされるおつもりですか？」

　はぁ、馬鹿なことを聞くな。シエナ本人の意思なんて関係ないんだよ。

「彼女の気持ちは良く分かります。さぞ、辛かったでしょう。そんな彼女に私なら寄り添えると信じています。必ず彼女を説得し連れて帰るつもりです」

　はぁ……と大きな溜息とともに、女から笑顔が消えた。

「本当に聞いていたとおりだわ。どうしてそんなに嘘ばかり言えるのですか？」

「は、い？」

　なんだこの女、今俺に向かって言ったのか？

「お断りします」

「は？」

「だから、お断りしますと申し上げました。シエナを貴方に引き渡すつもりはございません」

　きっぱりと言い切った女は自信ありげに微笑んだ。

「シエナは私の侍女です。どうぞ殿下の遊び相手には他の方をお探しください」

　その瞬間、頭の中で何かが弾けた。

「ふざけるなよ……。たかが、公爵家ごときが俺に意見するつもりか？」

「それが貴方様の本性ですの？　ずいぶん堪え性のないこと」

「黙れ!!」

　俺が女に手を振り上げた瞬間、薔薇の生け垣から何かが飛び出してきた。

「おやめください!!」

　見覚えのある金髪、侍女服の女。

「ダグリー様おやめください！　私をお探しなのでしょう!!」

「シエナ！　どうして来たの!!」

　シエナ・アジリエル。久しぶりに見た彼女はずいぶんと人間らしい顔をしていた。王国にいた頃は人形のようだったのに。

「あぁ、やっと見つけたよ。俺の許可もなく逃げ出しやがって。どうだ楽しかったか、侍女ごっこは？」

「私はここにおります。ミシェル様には何もしないでくださいませ」

　ミシェルを背後に隠すように、俺の前に立ったシエナは俺を睨みつけた。

「ずいぶん強気になったな。俺の前ではいつも怯えていたくせに。悪いが、その女も同罪だ」

「どう、ざい？」

「俺を侮辱したんだ。お前と一緒に調教してやるよ」

　俺がパチンと指を鳴らすと、たくさんの衛兵が現れた。馬鹿な女どもだ。なんの準備もなく俺がここにくると思ったのか。

「この二人を連れていけ」

　衛兵に連れられ、二人を馬車に押し込んだ。怯えた女たちの瞳。あぁ、これからが楽しみだ。








二十四話　誘拐






「お嬢様？　大丈夫ですか？」

「大丈夫よ。それにしても、まさかここまでするとは思わなかったわ」

　狭い馬車の荷台。私はお嬢様と肩を寄せ合い馬車に揺られていました。

　どうやら私たちは荷物用の馬車の荷台に隠され、どこかに運ばれる途中のようです。小さな小窓からダグリー様が乗っている馬車がついてきているのが見えます。

「あれが王太子だなんて。王国と国交を結んだのは失策だったわね」

　元王国の民として何も返す言葉がありません。

「まぁでも、おかげで貴女と出会えたのだから悪いことばかりじゃないかも」

　こんな状況にも関わらずお嬢様と小さな声を上げて笑い合いました。

「シエナ、貴女は怖くないの？」

　こんな場所でもお嬢様はまっすぐと背筋を伸ばし、凛としているのです。それを見ていたらほんの少しの恐怖も消えてなくなりました。

「はい、なぜか全然怖くないのです」

　もちろんダグリー様が何をするか分からないのは怖いです。でも王国にいた頃ほどあの御方のことを恐ろしく感じないのです。

『俺のこと信じて』

　そう言ってくれた人がいるからでしょうか。

「私は大丈夫です！　絶対にお嬢様をお守りしますわ！」

「それに関してはあまり頼りにしてないわ」

　そのとき、ガタンという音と共に、馬車が動きを止めました。いつの間にか森の中に入っていたようです。

「どこの森でしょうか？」

「帝都郊外から国境に抜けるあたりかしら……」

　バタンという大きな音とともに荷台の扉が開きました。

「降りろ」

　衛兵に促され馬車を降りると、そこには廃屋のような古びた屋敷がありました。蔦の絡まる石壁、崩れ落ちた屋根や玄関、雑草の伸びた庭。まるで幽霊屋敷です。

「シエナ!!」

「お義姉様!!」

　そんな屋敷から、アイラと元婚約者のミカエル様が飛び出してきました。

「やっぱり帝国にいたのか！　どこに隠れていたんだ！」

「そうよ！　私たちがどれだけ大変な思いをしたか……」

　二人は身なりもボロボロ、頬もコケていて、まるで別人のようです。

「二人とも一体どうしたの？　こんな所で……」

「コイツらは餌だよ。君を誘き出すための」

「「ヒィっ！！！」」

　優雅に馬車を降り微笑むダグリー様を見て、アイラとミカエル様が体を震わせて怯え始めました。

「シエナ……、一緒に王国に帰ろう！　じゃないと俺たちが……」

「お義姉様お願い！　私、謝るわ。土下座だってなんだってする、だから一緒に帰りましょう！」

　服が汚れるのも気にせず、二人が私の足にすがりつくのです。私は気味が悪くて、お嬢様を背中に隠しながら後ずさりました。

「本当にどうしてしまったの……？　二人ともおかしいわ」

「コイツらは、この一か月でしっかり調教したからね。今は私の奴隷だよ」

　泥にまみれ二人は地面に頭をつけて、ごめんなさいごめんなさいと言い続けています。

「お前たちもこれからたっぷり可愛がってやるからな」

　まるで舌舐めずりをするように、真っ黒な瞳がこちらを見つめていました。

　少し前なら、私は怯え何も言い返せなかったでしょう。

「私は、王国には帰りません」

「……はぁ？」

　でももう私はあの頃の私ではないのです。

「もちろんお嬢様も渡したりしませんわ。お嬢様は私の大切な方です。絶対にお守りします」

　ギュッとお嬢様の小さな手を握ります。私はもう二度とこの手を離しません。

「どうぞ王国へは三人でお帰りください。お父様にも私は見つからなかったと……」

「ふざけるな……！！！」

　聞いたこともないような怒号。これがダグリー様の本性。

「お前は俺の物なんだよ！　なんだその反抗的な目は!?　お前は俺の人形、玩具だ！　たかが国を出たくらいで逃げられると思うな！　これからたっぷりその身体に刻み込んでやる、黙って……」

　シュ…………スタンっ…………!!

「は……？」

　突然視界を横切った何か。私の目の前を通り過ぎ、ダグリー様の頬を掠めたそれは馬車の扉に突き刺さりました。

「弓矢だわ」

　お嬢様の冷静な声に、皆矢が飛んできたほうを振り返りました。

　廃屋の屋根、雑草だらけの庭、私たちの周りを取り囲んでいた王国の衛兵の姿がありません。その代わりに見えたのは……。

　帝国獣人騎士団の紋章。

「……誰が、誰の、玩具だって？」

　青の紋章は、私の良く知る第二番隊の色。でも現れた彼は、私の見たことのない顔をしていました。

「クズだとは思ってたが、ここまでくると反吐が出る」

「おい、そこのお前。今クズだと言ったのは俺のことか？」

　ダグリー王太子は帯刀していた剣を引き抜き、ジルに向けて掲げました。

「お前以外に誰がいるんだよ。クズは頭も悪いのか？」

「貴様ぁ……！！！」

　飛びかかろうとする王太子に向けてジルが指をさすと、背後から何本もの矢が飛んできました。

「ぐぁ……！」

　その中の一本が王太子の左肩に命中したのです。

「ば、俺は王太子だぞ……、こんなことをして、ただですむと思っているのか……？」

「その汚い口を閉じろ、ゲス野郎。シエナだけじゃない、我が帝国の第二王子ダリウス様の婚約者であるクリフォード公爵令嬢を誘拐した犯人がただで帰れると思うなよ」

　その言葉にハッとして振り返り、私はお嬢様を抱きしめて顔を隠しました。こんな場面をお嬢様にお見せするなんて。

「シエナ、私は大丈夫よ」

「いいえ、ダメです。お嬢様にこんなところを見せては」

「違うの。貴女が止めないと、あの人殺されてしまうわ。さすがにそれはダメよ」

　ぎゃぁぁあ!!　という叫び声が聞こえたかと思うと、王太子が先程とは反対側の腕をおさえながら地面の上を転げ回っていました。

「痛い、痛い、痛い、痛い……！」

「次はその目を潰してやるよ。その目に彼女が映ってたと思うだけで気色が悪い」

「ジルやめて！　それ以上はダメです！」

　剣先が王太子の目元に迫ったその瞬間、大きな影が目の前を通り過ぎていきました。

「やめんか!!　この馬鹿孫がぁ！！！」

　キンと鳴る刃と刃が当たる音。弾き飛ばされたジルの剣がドサリと草むらに落ちました。

「何すんだよ、クソジジイ」

　白銀の髪と立派な口髭。見上げるほど大きな、力強い背中。その頭にはジルと同じ斑模様の耳。

「たとえ罪人であっても、私刑は許さん！　それにこんなお嬢さんたちの前で何をするか!!」

　ゆらゆらと揺れる二人の長い尻尾。その模様もまったく同じです。

「まさか、そんなはずないわ……」

　そんなお嬢様の呟きは、私には聞こえませんでした。








二十五話　罠を張ったのは誰？






「誰だ貴様！　私が王太子だと分かっているのか！」

　突然現れた大きな騎士様。その後ろから獣人騎士団の白い紋章をつけた騎士たちが現れ、ダグリー様たちをテキパキと拘束していきます。

　獣人騎士団はそれぞれ赤、青、緑、黄色の紋章をつけていますが、白い紋章は初めて見ました。

「分かっているとも。スリフォ王国王太子ダグリー・フォン・ベルント。そなたを誘拐および暴行未遂の現行犯で拘束する。弁明があれば、裁判の場で聞こう」

「ふ、ふざけるな！　誰の許可を得て、他国の王太子を拘束するつもりだ！」

　やれやれ……、そんな仕草をした騎士様は胸元からペンダントを取り出し、目の前にかざしました。

　そこには光り輝く金の帝国王族の紋章がありました。

「では言い換えよう。イグニス帝国前皇帝アグニスト・ルード・イグニスの名において貴様を拘束する。抵抗するならば容赦はせんぞ」

「ぜ、前皇帝……陛下？」

　ダグリー王太子はその場に膝から崩れ落ち、そのまま動かなくなってしまいました。その身体も他の者と同じように縄で縛られていきます。

　アイラとミカエルも呆然としたまま、ダグリー王太子とともに連れていかれてしまいました。

「まったく手間をかけさせおって」

「助けてくれなんて頼んでねーよ」

　ジルの気安い言葉、以前聞いたお祖父様は騎士だという話、そして何よりもお二人は顔立ちがとても良く似ています。

　こちらに近づいてくる二人の前で私とお嬢様はカーテシーの姿勢を取ります。

「良い良い、そんな畏まらずとも良いぞ。可愛らしいドレスの裾が汚れてしまう」

　顔を上げると厳めしいお姿に反して、とても人懐こい微笑みがこちらを見つめていました。

「お初にお目にかかります。ミシェル・クリフォードと申します。このたびは助けていただいて……」

「あぁ、分かっておるよ。全て聞いている。上手く罠にかかったものだ」

　立派な口髭を撫でながら、感心したようにお嬢様を見つめております。そうなのです、これは全部お嬢様の張った罠なのです。

「それにな、儂は君に会ったことがあるのだよ。まだほんの赤子だった頃の君にな。あの小ちゃな女の子が美しく聡明に育ったものだ。君が王族になってくれたらこの国は安泰だよ」

「お褒めいただき光栄でございます。身に余るお言葉ですわ」

　すると、そのエメラルド色の瞳が私を捉えました。瞳の色だけはジルとは違うのですね。

「初めまして、儂の名はアグニスト。侍女のミラから聞いたよ。うちの孫と婚約してくれる奇特なお嬢さんがいるとね。まさか、こんなに可愛らしい人だとは思わなかった」

「は、初めまして、シエナと申します」

　アグニスト……様？　王族の紋章、前皇帝陛下という言葉。一体どういうことでしょう？　ならばジルは一体……？

「聞きたいことがたくさんあるだろう。それにはまた改めて時間を取るから心配しなくていい。今はまず体を休めなさい」

　どうしてでしょう、アグニスト様の瞳はなぜかとても寂しげに見えました。

「やはり血は争えないということだね」

「え……？」

「シエナ！　大丈夫だった!?　怪我はない？」

　わざと話を遮るようにジルは私の身体を持ち上げ、そのまま横抱きに抱えられてしまいました。

「だ、大丈夫です！　なんともありませんわ」

「だから嫌だったんだよ。シエナを囮にするなんて。こんな所にまで連れてこられてさ。人質は君のご主人様だけで充分なのに」

　お嬢様が呆れたようにこちらを見つめています。

「ジル！　下ろしてください！」

「ダメだよ。このまま一緒に帰ろう」

　ジタバタもがいてもびくともしないのです。たくさん聞きたいことがありますのに、これでは話もできません！

「ジル！　婚約ってなんのことですの？　私はそんなこと何も……」

「あれ？　シエナ知らないの？」

　ニヤニヤと笑うジルに代わって、お嬢様が口を開きました。

「シエナ。公爵家には貴女が出ていったと思ってる人は一人もいないの」

「え？　でも、私は手紙を置いて……」

「手紙はすぐに私が回収したわ。貴女は今婚約者と婚前旅行にいっていることになってるのよ」

「その婚約者は、もちろん俺のことね」

　すぐ近くで嬉しそうに笑うジルの顔。どうしてそんなに楽しそうなのですか！

「婚前旅行だなんて！　いえ、たしかにジルのお屋敷でお世話になりましたが……」

「（世間的な）既成事実は作ったし、俺の家族とも挨拶したね。あとはちゃちゃっと書類にサインしたら婚約完了だよ？　あっ、婚約なんてすっ飛ばして結婚誓約書にサインしてくれても俺は全然構わないけど……シエナはどっちがいい？」

　あれ？　どうして？　いつの間にそんな話になったのですか？

　今日は狩猟大会で、私の過去と決別するためにお嬢様が立ててくださった作戦を実行して、あわよくばダグリー様を捕まえて……。

　まさか誘拐なんて大胆なことをするとは思っていませんでしたが、それでも全て解決。一件落着のはず……ではないのですか!?

「ジルは……知っていたの？」

「もちろん。だって俺が全部考えたことだし」

　全部？　全部って一体どこからでしょう？

「シエナ。これで君を縛っていたものは、全てなくなった。君は自由なんだ。これからどうしたい？」

　突然与えられた自由という言葉に私は戸惑ってしまいました。

　私はもうあの家に、家族に、恐ろしい人に捕まることはないのです。どこへでも好きな所にいける。

　でも、私の帰りたい場所はたったひとつです。この広い世界で見つけた大切なもの。

「お嬢様のところへ帰りたいです」

「当たり前よ。貴女は私の侍女なのだから」

　微笑むお嬢様をジルは悔しそうに見ていました。

「あと……もうひとつ」

　もし許されるなら。私みたいな者が誰かを好きになってもいいのなら。

「いきなり結婚は早すぎます。まずは婚約からお願い致します」

　ギュッと彼の身体に抱きつくと、耳元に優しく口づけを落とされました。

「仰せのままに。これからのシエナの人生を俺にちょうだい」








二十六話　罪人たちのその後






「う、うぅ……ジェーンさん、ちょっと苦しいです……」

「何よこれくらい、シエナは貴族様だったんでしょ？　これくらい慣れてるでしょうが」

　ギューっとさらに絞められるコルセット。私はずっとこんなに苦しいものをつけていたのですね。たった半年くらいですのに、もう体は楽な服装に慣れてしまったようです。

「ちょっとサイズが合わないけど、我慢してちょうだいね。さすがに一週間じゃ間に合わないわ」

　久しぶりに着るドレスは艶やかな青色で、私には少し派手なものでした。腰の大きなリボンと胸元が大きく開いたデザインは少し古いですが、急な招待ですので仕方ありません。

　私の物は用意ができなかったので、お嬢様のお姉様のドレスをお借り致しました。

「丈は問題ないけど……その胸よ……」

「えっ、どこか変でしょうか？」

　このような派手なドレスは着たことがないので、自分では良く分からないのです。

「変ではないけど……、ちょっとすごいわ。破壊力抜群ね」

　破壊力？　一体何を破壊するのでしょう？

「シエナ？　そろそろ準備できたかしら？」

　私と同じように謁見用のドレスに身を包んだお嬢様は、部屋に入った途端に顔をしかめました。

「それしかなかったの？」

「申し訳ありません。シエナのサイズに合う物がこれしかございませんでした」

「あの、やっぱりどこかおかしいですか？」

　お嬢様とジェーンさんは顔を見合わせ、同時に大きな溜息をつきました。

「帰ってきたらすぐに仕立て屋を呼びましょう。まぁ多分、あの男がたくさん贈ってくるでしょうけど」

　私の質問には答えてもらえないまま、お嬢様はくるりと方向転換しました。

「さぁいきましょう。遅れてしまうわ」

　あの誘拐事件から一週間。私たちはアグニスト様からの招待を受けたのでした。
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　三度目に訪れた王城。今日は使用人の裏口ではなく、こっそり忍び込むのでもありません。お嬢様とともに馬車を降りるとそのまま王城の謁見の間、ではなく王族専用の応接室へと案内されました。

　そこまで歩く間、私への視線を感じるのは気のせいでしょうか。

「クリフォード公爵家ミシェル様、アジリエル公爵家シエナ様、ご到着されました」

　豪華な彫刻の施されたドアの向こうには、赤いビロードの絨毯がひかれた応接室。部屋の中央に十人は座れそうなソファセットが置かれています。

「よくきてくれた。いきなり呼び出して悪かったね」

「シエナ！　あぁ……やっと会えた！」

　ソファに腰掛けたアグニスト様は白の騎士服を身に纏い、銀の髪と口髭が相まって大きな白熊さんのように見えます。長い尻尾がなければ、見間違えてしまいそう。

「おいで、シエナは俺の隣ね」

　青色の騎士服を着たジルに手を引かれてソファに座ると、するりと腰に手が回されました。

「一週間も会えないなんて、おかしくなりそうだったよ」

　そのまま抱き寄せられ、恥ずかしいやら嬉しいやらです。

　すると、大きな咳払いとともにお嬢様がアグニスト様の正面に腰掛けました。

「私たちもいること、お忘れかしら？」

「アハハ、わざとやってるんですよ」

　今日もなぜかお嬢様とジルはバチバチしています。

「フハハハハ!!　ジルフォード、お前ずいぶん楽しそうだな」

　そんなやり取りを見て、アグニスト様はとても嬉しそうに笑っていらっしゃいました。その間もジルは私を離してくれません！

「そろそろ話を始めたいんだがなぁ」

　グーっと力を入れてジルをなんとか引き離し、前に向き直ると赤くなった顔が少しだけ落ち着きました。

「本当に可愛らしいお嬢さんだ」

　その笑ったお顔がジルのあの優しい笑顔とそっくりでした。やはりお二人は家族なのですね。

「まずは裁判についてだが……、被害者である君たちに出廷してもらわずに進めてしまって申し訳ない。彼らの言い分が聞くに耐えなくてね」

　アイラとミカエル様は全てはダグリー王太子の責任だと言い、そのダグリー王太子は全て私のせいだと言っていたそうです。

「シエナ嬢に誑かされたと言ったり、シエナ嬢のためにやったんだと言ったり。支離滅裂だよ。まぁ、儂がかるーく問いただしたら全ての罪を認めたからね。安心したまえ」

　アグニスト様に本気で脅されたら、罪を犯してなくても自白してしまいそうですわ。

「王国に使者を送っても、息子はそんなことしていないの一点張りでね。埒が明かないので、国交断絶の書状を送っておいた。今後一切の王国との輸出入取引はなし。人の出入りも厳しく管理する。王太子たちはしばらく拘束するが、王国が謝罪にくるなら解放してやらんでもない。シエナ嬢が望むなら腕か足の一本でももらっておくかね？」

「そ、そんな必要ございませんわ！　私もお嬢様も無事でしたのに……」

「ジジイ、そんなことシエナに聞かせるな」

　アグニスト様はまた満足そうに笑っております。

「冗談だ。まぁあの様子では、もう使い物にはなるまい」

　正直もう関わりたくもありませんので、これで良かったのだと思います。

「では奴らの話はここまでにして、二人の聞きたいことに答えよう。何から聞きたいかね？」

　目配せをすると、小さく頷いたあとお嬢様が口を開きました。

「アグニスト様。私の記憶ではアグニスト様のご子息は何十年も前に失踪されているはずです。それなのになぜ、ここに貴方様の孫がいらっしゃるのですか？　それも一介の騎士として」








二十七話　昔話






　剣帝アグニスト。今からおよそ三十年程前までこの帝国を治め、領地拡大に貢献した皇帝陛下。

　現皇帝の兄君であり、退位したあとも自ら前線に立ちその優れた剣の腕を知らしめる天才騎士として名を馳せている。

　しかし、彼が帝国の社交界に現れることはなく、その御姿を知るものは意外にも少ない。

　私がお嬢様からお聞きしたのは、まるで伝説のように語られるアグニスト様のお話でした。その姿を知る者は戦場にしかいないと言われるほどに、貴族たちとの関わりを避けていらっしゃる。それはもしかしたら、ジルの存在と何か関係があるのでしょうか。

「儂が皇帝として国を治めていたのはたった十数年ほどのことだ。剣帝などと呼ばれるほどのことは何もしておらんよ」

「そんなことはございません。アグニスト様の御代に拡大した領地のおかげで、帝国はより豊かな資源を得ることができたのですから」

　第四部隊まである獣人騎士団の他に、アグニスト様自らが指揮をとる獣人騎士部隊は白夜の騎士団と呼ばれ、帝国騎士たちの憧れの存在なのだとか。

「ジルはアグニスト様の影響で騎士になったのですか？」

「まさかぁ。俺には剣しかなかった。それだけだよ」

　彼の瞳に宿る、かすかな寂しさは一体どこからくるのでしょう。

「たしかに儂には息子がいた。クロヴィスという名の愚息がな。失踪というのは表向きの話だよ」

「表向き……ですか？」

　すると私の隣でジルがニヤリと笑いました。そこには明らかに嫌悪の色が見えたのです。

「王族の醜聞なんて捨てるほどあるでしょ。失踪なんてするわけないじゃん。仮にも次期王太子が誘拐されたわけでもないのに、いなくなるなんて有り得ない。駆け落ちしたんだよ。俺の父親は」

　駆け落ち。皇帝陛下のご子息の真相を隠すために失踪したということにしたのですね……。

「クロヴィスばかりが悪いわけではないのだ。息子を追い詰めた責任は儂にある。少しだけ、この老いぼれの昔話を聞いてくれるかな」
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「今はもうそんな差別はなくなったがね。儂が皇帝だった頃、他種族が交わることは忌み嫌われていたのだよ」

　人間は人間と、獣人は獣人と、結婚し子孫を残すべし。結婚自体は認められていたものの、他種族間の婚姻はほとんどなかったそうです。

「原因は半獣と呼ばれる人間と獣人が交わって生まれた者にあった。半獣になると、獣性が薄れる。獣人にとって祖先から受け継ぐ獣性は大切なものだ。半獣は獣人を滅ぼす、そういう考えが根深くあった」

　王国にある人間至上主義も似たようなものなのでしょうか。

「そんな世を変えようとしたのが、儂の父親である当時の皇帝だった。儂は半獣なのだよ」

「それでは……アグニスト様のお母様は」

「人間だった。それはそれは美しく儚げな人だったよ」

　当時、皇帝陛下の人間との結婚はたくさんの批難を浴びたそうです。貴族からも国民からも皇帝陛下は責められてしまった。

「そんな中で儂が生まれた。必死だったよ。父親は半獣の与太話など信じていなかった。儂はそれに応えたかったのだ。剣の腕を磨き、学問を学び、次期皇帝として相応しい者になりたかった」

　そんなとき、アグニスト様に十五も歳の離れた弟が生まれたそうです。

「それが現在の皇帝であるマークスだ。人間であるマークスは幼い頃から完璧だったのだよ。神童と呼ばれ、勉学も剣術も全てがよくできた」

　半獣である自分と完璧な弟。貴族たちも二派に分かれる中、アグニスト様は王位を継いだのです。

「儂はどうしても弟に勝ちたかった。皇帝になることは勝負などではないのにな」

　半獣だと馬鹿にする者は力で黙らせ、領地を広げていったアグニスト様は着実に国民からの支持を集めていったそうです。

「儂は獣人の貴族から妻を娶り、生まれたのが息子のクロヴィスだ。儂は父親の理想を継げなかったよ。幼い頃から半獣だと罵られ、蔑まれた記憶は消えない。自分が人間を妻にして、半獣の子どもが生まれたらと思うと耐えられなかった。それがまさか実の息子を苦しめるとは思わなかったよ」

「半獣でも、獣人と子を成せば獣性を取り戻せる。そんな迷信が信じられてたんだよ」

　困惑する私にジルがそう付け加えました。

「半獣でも獣人と結ばれると生まれるのはほとんどが獣人だったんだ。でもそれはただの確率の話。人間が生まれることもある」

　アグニスト様と同じ豹の獣人として生まれたクロヴィス様は心の優しい方だったそうです。




「クロヴィスは差別など気にもとめていなかった。皇帝になることにも執着していなかったよ。そうしている間に、クロヴィスは出会ったのだ」

「俺の母親はね、人間なんだ。それも王宮に務める侍女だったんだよ」

　人間で、侍女。それではまるで……。

「シエナ嬢のことを聞いたときは驚いたよ。孫はどこまで父親に似ているのかとね」

　先日お会いしたとき、血は争えないと言ったのはそういうことだったのですね。

「儂は、認められなかった。いつか生まれる孫を苦しめるつもりかと息子を責めたのだ」

『父さんは自分が傷つきたくないだけだろ!?　俺や孫のせいにしないでくれ！』

「それが息子に会った最後だった。侍女を連れ、息子は帝国を出ていった。儂は全てがどうでもよくなってしまったよ。妻は心労で倒れ、そのまま亡くなってしまった。ちょうど弟が成人したのでな、儂は王位を譲り戦場に逃げたのだ」

　アグニスト様は貴族との関わりを断ち、戦場を渡り歩くようになりました。自分を慕う者たちを集め騎士団を作り、帝都にはほとんど帰ることはなくなってしまった。

「そんな生活を十年ほど続けたある日、部下から驚くような報告を受けたのだ。戦場に儂にそっくりな子どもがいると。儂と同じ白豹の子どもが」








二十八話　祖父と孫






　ずっと黙って話を聞いていたミシェルお嬢様がまっすぐにアグニスト様の瞳を見つめました。

「クロヴィス様を探そうとは思わなかったのですか？」

　アグニスト様は小さく首を振り、お嬢様から目を反らしました。

「これ以上、息子を引き止める理由が儂には思いつかなかった。息子は儂を見抜いていた。あのとき言われたことは全て真実だ。儂はもう傷つきたくなかった。本当につくづく王の器ではなかったよ」

　帝国はもともと豊かな国ではなかったのです。作物の育ちにくい土地と険しい山々に囲まれた領土でたくさんの国民を支えることは難しく、戦争によって領土を広げていくしかありませんでした。

「儂は戦場に出ることがこの国のためなのだと。そう自分に言い聞かせて剣を振るい続けた。戦いのあとに何が残るのかなど知らないフリをしたのだ」

　そんなとき、自分と同じ白豹の子どものことを聞いたのです。

「別に豹の獣人など珍しくもない。しかし白豹となると話は変わってくる。おそらくこの帝国に白豹は儂らしかおらん」

　戦場に出るようになって十年。皇帝だった頃から、ほとんど他者と関わらなかったアグニスト様の容姿を知る者は戦場にしかいなかったのです。




「儂は急いでその子どもの元に向かった。そして顔を見て確信したのだ。息子の幼い頃に良く似たその者こそ、ジルフォードだった」

「俺は父親から紋章のついたペンダントを渡されていたわけ。何があってもこれだけは売るな。そう言われていたけど、俺はこれがなんなのかサッパリ知らなかったよ」

　王族の紋章入りのペンダントとその容姿。アグニスト様は、戦場で雑用をしていたジルから息子の最後を聞いたのです。

「父親は流行病であっけなく死んだ。母親もすぐにあとを追うように同じ病で亡くなって、俺は戦場に出ることにした。二人には頼れる親類なんていなかったし、俺は両親の素性なんて知らなかった」

　戦場に出れば、仕事と寝床をもらえるし食事にだってありつける。簡単なことのようにジルは言いますが、まだ十歳にもならない頃の話です。

「いきなり現れた大男に自分の祖父だと言われた時はわけが分からなかった。いきなり連れていかれたのが、シエナを匿ってたあの屋敷だよ。見たこともない大豪邸に、食べきれないほどの食事。最後にはお前は王族の家系だなんて言われて、はいそうですかって信じられると思う？　速攻で脱走したよ」

「ジルフォードが元祖返りの技を使えると知ったときは驚いた。やはり半獣は獣性が薄れるというのは迷信だったのだ」

　ちょうどその頃、ある研究者によって他種族の婚姻についての研究結果が発表されたそうです。他種族間で結婚し、どちらの子どもが生まれるか確率は半分ずつ。

　人や他の種族から生まれた子どもの獣性を何十年もかけて研究し、その獣性が失われることなどなかったと突き止められました。

「今では半獣という言葉はほとんど使われなくなった。時代が変わり、人も変わっていく。元祖返りを使える孫を見て、儂は涙が止まらなかった」

　元祖返りという技は特別獣性が強いとされる獣人にしか使えないそうです。すると、ジルが突然笑い出しました。

「豹になって逃げ出した俺の姿を見て、ジジイがボロボロ泣くんだよ。気持ち悪いわ、びっくりするわ」

「いろんなことを思い出してしまったんだ。息子を探すべきだったと心から後悔した」

　こうしてジルはアグニスト様と暮らすようになりました。

「十六歳になったとき、これからどうしたいか聞かれたんだ。王族として生きることもできるってさ。絶対嫌だって言ってやったよ。そのまま騎士学校に入って、俺は騎士になった。王族の何人かは俺の姿を見てすぐに気づいたみたいだったよ。でも特別何か言われることはなかった。箝口令かんこうれいがあるのか知らないけど、俺の素性を知ってる奴はほとんどいない」

「本当なら王位継承権だってあるんだがなぁ」

　現在皇帝陛下には三人の王子がおります。しかし第一王子殿下は成人したばかり、年齢的にはジルが一番年上です。

「ねぇ、シエナ。シエナは俺に王様になってほしい？　もし君が望むなら頑張ってみるよ」

「ほえっ！　どうして私に聞くのですか!?」

「だって、俺の人生はシエナのものだからね。君はどうしてほしい？」

　どうしてほしいなんて、そんな簡単に答えられるわけないではありませんか！

「ジルの人生はジルのものですわ。でも……」

「でも？」

「私は自分の意思で王国や家族を捨ててきました。私は自分を可哀想などとは思いません。『私の心は誰にも縛られない』と、この帝国にきて気づいたのです。私はジルの心も自由であってほしいと願います。その先に何があったとしても私は側におりますもの」

　ハッ！　私はなんと偉そうなことを言ってしまったのでしょうか！

　沈黙の落ちる広い部屋の中で、私は恥ずかしさに顔を伏せました。

「ジルフォード、お前の選択は間違っていないようだ。彼女は素晴らしく得難い女性だよ」

　ジルの腕に抱き寄せられ、私はその胸に顔を埋めました。

「ほんっとうに、シエナ。君って人はどうしてそんなに可愛いのさ。あぁ、やっぱり我慢できない。今すぐ俺と結婚しない？　このまま家に連れて帰りたいんだけど」

「ねぇ、やめてくださる？　シエナは我が公爵家の養女になりますの。そんな簡単にお嫁になんていかせませんわ」








二十九話　破壊力？






「ひぁっ、ジル……？　ちょっと待って……」

　着慣れない派手なドレスの大きく開いた胸元に彼の唇が落ちました。首筋から鎖骨、そして胸の谷間に。

「ダメ、ダメですっ……」

「じゃあどうしてこんなドレス着てきたの？　俺以外の男に見せながら歩いてきたんでしょ」

　腰を抱き寄せられたまま、首筋をベロリと舐められて身体が震えました。

「これは、お嬢様のお姉様のドレスで……」

「なるほどね、だからってやめてあげないけど」

　二人きりで取り残された応接室。さっきまでの穏やかな雰囲気は一体どこにいってしまったのでしょうか!?
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　ときは少しだけ遡ります。

「それで？　クリフォード公爵からの提案を受けてシエナを養女にするってこと？　はい、シエナ。あーんして」

　話も一段落し、私たちの前には豪華なアフタヌーンティーセットが並んでいます。

　自分で食べますからと言ってもジルは全然譲ってくれず、私は小さく口を開きました。恥ずかしさでお菓子の味も良く分かりません。

「はぁ、可愛い。別に養女になんかならなくてもすぐ俺と結婚すればいいだけじゃん」

「シエナは私の侍女なの。今までも、これからもずっと」

　一週間前、誘拐事件から公爵家のお屋敷に戻ってきた私たちを待っていたのは……取り乱したご様子のクリフォード公爵様でした。

『あぁ！　ミシェル！　無事だったのか！　怪我は？　どこか痛むところはないか？　あぁドレスがこんなに汚れて……怖かっただろう。すまなかった……本当に、今さら許してくれなんて言う資格もない。でも……本当に心配したんだよ。無事で良かった』

　普段見ることのない公爵様の姿にお嬢様も戸惑っておられるようでした。

　ずっとミシェルお嬢様を避けているように見えた公爵様は、あの日泣きながら謝罪していました。

　奥様の死を受け入れられない自分と、日に日に亡くなった奥様に似ていくお嬢様。幼くして凛と前を向くお嬢様には自分など必要ないのだと仕事に逃げた自分。

　そんな公爵様に、アグニスト様が諭してくださったそうです。

『儂と同じ過ちを冒す前に、娘と向き合いなさい。聡明な彼女とならいくらでもやり直せるだろう』

　こうしてお嬢様はお父様との時間を取り戻したのでした。

「シエナはスリフォ王国から亡命してきたことになるの。王国のアジリエル公爵家がこれからどうなるか分からない以上、この先、後ろ盾がないのは問題だわ」

　娘である私が亡命し、義妹とその婚約者は犯罪者として拘束されているのです。生家は爵位すら維持できるのか分かりません。

「だ、か、ら、結婚しよって言ってるのに」

「ジルフォード。シエナ嬢のためを考えるなら、公爵に任せるのが最善だ。お前だって分かっているだろう」

　小さく舌打ちをするジルはまるで子どものようです。

「シエナは私の大切な妹なの」

「妹なんだ。たしかに、シエナよりお嬢様のほうがしっかりしてるよ」

　私のほうが六つも歳上ですのに……。私はいつの間にかお嬢様の妹になってしまったようです。ですが姉妹といえばあの義妹しかおりませんでしたので、ちょっと嬉しいです。

「いいよ、さっさと結婚できるようにするから」

　どうしてジルとお嬢様はこんなに張り合っているのでしょうね。

「シエナ、俺はもうすぐ自分の立場を公表するつもりなんだ」

「そうなのですか？　王族になるのは嫌だったんじゃ……？」

　またあーんしてと言われ、私の口にマカロンの甘さが広がりました。

「今の俺はただの騎士。爵位もないんじゃ公爵令嬢の君に釣り合わないからね。利用できるものは全部使う。まぁ、継承権なんて面倒くさいものは放棄するつもりだけど」

　立場を明らかにするだけで騎士の身分はそのままに仕事は続けるそうです。私も立場上は公爵家の養女にはなりますが、お嬢様の侍女をやめるつもりはありません。

「ではミシェル嬢。今後の手続きをしようかね」

「はい、アグニスト様のご配慮に感謝致します」

　席を立つお二人についていこうと立ち上がろうとすると、ジルにグイっと腰を抱き寄せられました。

「お嬢様、手続きとは？」

「王族教育の付き添いに貴女も連れていけるようにお願いしたの。本来なら付き添いの侍女は一人だけれど、特別に許していただいたのよ。これからはアグニスト様も帝都に留まられるそうだし、貴女の戸籍の手続きや社交界へのデビューも考えなくてはいけない。やることが山積みなの」

「それなら私もご一緒に……！」

「シエナはいいんだよ。面倒くさいことはご主人様でお姉様の彼女に任せておけば。ほらまだお菓子残ってるよ」

　渋い顔をしたお嬢様と、大きな肩をすくめるアグニスト様。

「ジルフォード。ここは王城の中で、彼女はまだ正式にお前の婚約者になったわけではない。少しの間だけ席を外してやるが、分かっているな？」

「シエナ、何かあったらすぐに大声を出すのよ」

　そうして、私はジルと共に応接室に取り残されたのでした。

「やっと邪魔者がいなくなった。ほら、今度はショートケーキ食べる？　あーん」

「もう！　ジルのせいですからね！　こんなに恥ずかしいこと……」

　そのとき、私の右手の甲がジルの持っていたフォークに当たってしまいました。そのままショートケーキのクリームがぽとりと落ちたのです。

　私の胸元に。

「す、すみません……。行儀の悪いことを……」

「あ……あぁ、ほんっとにさ。シエナは俺のことどうしたいわけ？」

　ガシと腰を掴まれた私の胸元にジルが顔を寄せたかと思うと、彼の舌がクリームを舐め取ったのです。

「ジル！」

「甘っ。シエナはさ、ちょっと無自覚すぎる。何このドレス、胸元開きすぎ。部屋に入ってきた瞬間から思ってたけど、俺のこと誘惑してるの？　ここまでくるのに何人の男にこの姿を見せた？　あぁ、本当やめて。考えただけでイライラする」

　耳元に口づけされ、首筋を優しくなぞられ、私は身体を震わせて堪えることしかできませんでした。しばらくしてお戻りになったアグニスト様に止められるまで、ジルからの口づけ攻撃は続いたのです。








三十話　約束の場所






　王国の国境近く、美しい花々の咲き誇る丘に私のずっとずっときたかった場所があります。

「お母様、やっと会いにこられました」

　お母様の好きだったコスモスの花束を墓石に供えると、ふわりと優しく風が吹きました。

「綺麗な所だね」

「はい、お母様は花に囲まれてきっと幸せだと思います」

　まさかこの場所に大切な方と一緒にくることができるとは思っていませんでした。

「シエナのお母さん、会ってみたかったよ」

「はい、私もジルを会わせたかったです」

　ジルと手を繋ぎ、この丘からの眺めを見られるなんて。

「あら、私も会いたかったわ」

「もちろん、ミシェルお嬢様も会わせたかったです！」

　そのとき、隣から大きな溜息が聞こえました。

「なんでシエナと二人きりじゃないんだよ」
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「はぁ？　今なんつった？」

「だ、か、ら、私も一緒にいきますと申しましたの。貴方、シエナが相手じゃないと本当に言葉遣いが悪いですわね」

　そんな会話が交わされたのはつい一週間ほど前のことです。

　王城にてお嬢様に付き添ったあと、私たちはジルの待つ応接室に通されました。

　秋が深まる今日、私とジルの婚約が年が明けてすぐに結ばれることが決まりました。私の生家のこと、ダグリー王太子の処遇など問題が山積みになっているのでそれが落ち着いた頃ということで結論が出たのです。

「いやいやいやいや、意味分かんないんだけど。なんでお嬢様がついてくるの？　ピクニックならまた今度にして」

「私のことを子ども扱いするとあとで痛い目に遭いますわよ」

　お嬢様の笑顔が怖いです。

「王国まで馬車を使って片道三日。往復なら一週間はかかります。その間、貴方にシエナを任せろと言うのかしら？」

「もちろん。せっかくの婚前旅行だよ？　二人きりで何か問題ある？」

「問題しかありませんわ！　まだシエナは婚約していませんの！　旅行なんて認めません！」

　ジルは冬になる前に一度、王国へ墓参りにいこうと誘ってくれたのですが……。

「世間的には俺たち一回旅行にいったことになってるし。今さらでしょう」

「あれはシエナを匿うために必要だった嘘です。嘘を現実にする必要はありません」

　今日はいつにも増してお嬢様が強気です。すると、お嬢様が一通の手紙を取り出しました。

「お嬢様、それは？」

「先日ある方から、大変丁寧なお手紙をちょうだい致しましたの。シエナも会ったことがある方よ」

　はて、一体どなたからでしょうか？

『突然こんなお手紙をお送りしますこと、どうかお許しくださいませ。ですが、どうしてもお伝えしたいことがあるのです。坊ちゃまはたしかに素晴らしい地位を賜っております。獣人騎士団の隊長として部隊を率いることは大変名誉なことでございましょう。しかし！　その中身はケダモノでございます！』

「げっ……」

『美しく愛らしいシエナ様が魅力的なのは重々承知しております。ですが、婚約もしていない女性の寝室に忍び込むなど言語道断！　騎士の風上にも置けない行為でございます！　お優しいシエナ様が坊ちゃまの強引な行為を叱らないのをいいことにこれからも必ずや調子に乗ることでしょう！　その際はぜひ、私に代わって坊ちゃまを叱ってやってほしいのです！　もう、容赦なく、ズバッと言ってやってくださいませ！』

　朗々と手紙を読み上げるお嬢様はなんとも楽しげでした。

「ミラさんからのお手紙だったのですね！」

「ねぇシエナ、ここに書かれていることは本当なの？　私、聞いてないわ」

「え、あ、その……」

　私はなんと答えていいか分からず、お嬢様から目を反らしました。

「本当なのね。呆れた」

「別にやましいことなんてしてないよ。添い寝しただけ」

　そんな言いわけが認められるはずもなく、今回のお墓参りはお嬢様と三人で向かうことになりました。
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「本当、過保護すぎじゃない？」

　そんな旅もあと少しで終わり。一刻ほどすれば帝都に到着します。今だけ、お嬢様は別の馬車に乗っております。少しだけ二人で過ごすお許しをいただきました。

「お嬢様はお優しいのです。いつも私を心配してくださって、本当の家族みたいに接してくださって」

「まぁ、今だけは感謝するよ」

　隣に座るジルに肩を抱き寄せられ、額に彼の唇が触れました。

「早くシエナと暮らしたい。今のままじゃ一緒に過ごす時間が少なすぎる。シエナ不足で倒れそうだよ」

「ふふふ、なんですかシエナ不足って」

　顔を上げると、ジルの真剣な眼差しに胸がドキリとしました。

「本当なら、今すぐ君を俺のものにしたい」

　そのまま私の唇と彼の唇が重なりました。最初は軽く触れるだけ。

「ん、んぅ……」

　彼の舌が私の唇をゆっくりとなぞり、隙間から口の中を優しく撫でていきます。

　舌と舌が絡み合い、私は息をするのも忘れてしまいました。

「シエナ、ゆっくり鼻で息をして……」

「ン、まって、……」

　唇の柔らかな感触、彼の舌が私の舌を根本まで撫で上げる感覚に身体の奥が熱をもったように熱くなります。

「ひゃぁっ……！」

　唇を合わせながら、彼の大きな手が私の太腿を掴みました。そのままドレスの裾をたくし上げる手が、ふいに止まったのです。

「あ……あぁ、ダメだ。これ以上は本当に駄目。自分を止められる自信ないや」

　頬を包んだ大きな手。触れ合うだけの優しいキス。

「怖かった？」

　私はぶんぶんと首を横に振りました。

「ジルの手は優しいです。前の婚約者とは手を触れるのも嫌でしたもの。怖くなんてありません」

　ジルは目を細め、本当に嬉しそうにくしゃりと笑っていました。

「俺のことを優しいなんて言うのはきっとシエナだけだよ。でも俺にはそれだけで充分だ。俺の優しさは一生シエナだけに使うよ」

　お互いの額をくっつけ、二人で声を上げて笑いました。これからずっとこの方と一緒にいたい、心からそう思ったのです。








第二章




三十一話　ジルフォードの独白






　俺が覚えている一番古い記憶は、頭を撫でる母の小さな手。そして父と交わした剣の感触。

　俺は幼い頃、両親以外の大人と関わることがほとんどなかった。小さな家は森の奥に何かから隠れるように建ち、街に一人でいくことは禁じられていた。

　特に不便は感じなかった。森の中には川が流れ遊び場がたくさんあったし、父が休みの日には剣術の稽古をしてくれた。

　両親の仲は良かったが、時折激しく言い争いをすることがあった。そんなときは大抵、父が何かしらのトラブルを持ち込んだときだ。

　父は剣術の腕を活かし傭兵の仕事をしていた。危険が伴い、家を空けることも多かったが親子三人を養うにはそれしかなかった。母も内職をしていたが、それでもギリギリの生活だった。

　そんな父はよく借金を作った。自分の借金じゃない、誰かの借金を肩代わりするのだ。

　今思えば、父はどこまでいっても王族だった。狭い城の中しか知らない王子は、人に頼られるのが嬉しかったんだろう。さほど親しくない相手の借金を肩代わりしたり、厄介な仕事を低賃金で引き受けたりしては母に怒られていた。

『困っている人を助けて何が悪い!?』

　人助けが悪いことだとは言わない。しかし、誰かを助ければ家族である自分たちの食べる物が減り、母が泣くことがなぜ分からないのか。父と母が口論をするたび、俺は父が大好きな気持ちとどうして子どもの俺に分かることが父には分からないのかという苛立ちでいっぱいになった。

　その頃、帝国との国境で戦があった。我が家は帝国と隣国との境界付近にあり、戦場には絶対に近づくなと言われていた。父はなぜか顔を隠して仕事にいくようになった。その理由を知るのはずっとあとのことだ。

　その年の冬、街では流行病が人々を襲った。寒気から始まり、次第に高熱が出る。そして体の弱い者、子どもや年寄りから次々に死んでいった。まず父が倒れた。薬代を節約しようとギリギリまで我慢したのが良くなかったそうだ。発症して一週間も経たず、父は亡くなった。あとを追うように母もすぐに亡くなり、俺は途方に暮れた。

　街の人々に手伝ってもらい二人の葬儀を終えたあと、一人残された家の中で声を上げて泣いた。

　しかし泣いていると腹が減り、目眩がしてくる。悲しんでいるだけでは生きていけないのだ。どうしようもない現実を俺は十歳で思い知った。

　孤児院にいくかと聞かれたがすぐに拒否した。同い年の子どもと共同生活ができるとは思わなかったし、俺は父と同じ仕事がしたかった。

　俺が戦場で仕事をすると言うと街の人々は口々に偉いと褒めた。

　戦場はやらなければいけないことで溢れていた。敵味方が入り乱れ、俺は帝国と隣国どちらの陣地にいるのかも良く分かっていなかった。俺のような子どもでも大人と同じように扱われ、次々に仕事をふられた。忙しければ忙しいほどいろいろなことを忘れられる。それが俺には都合が良かった。仕事の合間に騎士や傭兵が剣術の稽古をしてくれるときがあった。俺の剣の腕を見て、大人たちが驚くのは気分が良かった。

　ある日、帝国の騎士がなぜか俺を見て驚いた顔をした。父の名を話した途端、その騎士は走り去っていった。

　この出来事が俺の運命を大きく変えた。

「君がジルフォードかい？」

　数日後、現れたのは白熊みたいな爺さんだった。白地に黒い斑点のついた耳と長い尻尾。真っ白な騎士服には驚くほどたくさんの勲章がついている。どこをどう見ても貴族だ。それもかなり高貴な奴。

　そんな奴がどうして俺なんかに話しかけるんだ？

「あんた誰？」

「儂の名はアグニスト。突然で悪いが、そなたの父親の名前を教えてくれんかね？」

「クロヴィス、クロヴィス・クルスだけど」

「クルスか……なるほど。なぁ、ジルフォード。父親から何か預かっているものはないか？　こう金色の模様が入った……」

　あとで知ったことだが、クルスは俺の母親の姓だった。母はもともと子爵家の出身だったが、一人娘が駆け落ちしたことでクルス家は爵位を失っていた。

「あぁ、ペンダントならあるけど」

　父の形見であるペンダントは肌見離さず持ち歩いていた。それを見せると、爺さんの周りを囲んでいた騎士たちがざわめいた。

「そうか……。君が……」

　どうしてこんな所にいるのかと聞かれ、両親が流行病で死んだと伝えると爺さんは言葉を失っていた。

「ジルフォード。儂と一緒にいこう」

　こうして俺は見知らぬジジイに強引に連れていかれた。

　それからのことは特に語ることはない。祖父だと名乗るジジイに剣術の稽古をつけてもらったおかげで騎士学校に入学できたし、騎士として生きていけるようになった。有り難かったのはそれくらいだ。俺が成人すると戦場にいってめったに帰ってこない祖父と顔を合わせることもなかった。

　もとより王族になるつもりなんてさらさらない。間近に見る貴族たちの醜い争い。騎士の中にも貴族出身はたくさんいて、そいつらの話を聞いただけで気分が悪くなった。周りを蹴落とし、より良い立場を手に入れるためならなんでもする。男も女も貴族だというだけで見下してくる奴らに辟易していた。

　彼女に出会ったのはそんな頃だった。

　帝都から離れ、自然の中で行う演習は結構好きだった。面倒くさいしがらみも、値踏みするような女たちの視線もない。一人で森を散策しているとき、近くから悲鳴が聞こえた。

　二人の少女が盗賊のような身なりの男たちに追われている。帯刀していなかった俺は仕方なく豹の姿で追いかけることにした。

　男どもを仕留めたあと、俺はようやく追いかけられていた二人に目をやった。

　一人は見るからにお貴族様のご令嬢。落ち着いたデザインだが、着ている物の上等さが明らかに庶民とは違う。

　もう一人は侍女の格好をしていたが、なんだか違和感があった。所作の一つひとつが上品で、正直侍女の格好よりもドレスのほうが似合いそうだ。

『ふぇ！　しゃ……しゃべった!?』

　豹の姿の俺を見て、彼女はそんな声を上げた。その瞳には怯えも蔑みもなく、ただただ素直な驚きと好奇心があった。

　今どき獣人に会ったことないなんてどこの田舎者だよ。そんなことを思いながら、俺は自然に笑みを浮かべていた。

『侍女のシエナと申します。本当にありがとうございました』

　ウソでも作り笑いでもない、心からの笑顔。その瞬間、彼女から目が離せなくなった。

　そのあとも彼女は素直だった。目の前の美しい風景を見て驚き、笑い、そんなところが可愛いと褒めれば頬を赤く染める。無防備すぎて心配になるほど、彼女は自然体だった。

　そんな姿をただずっと眺めていたい。そう思うのに時間はかからなかった。

　笑顔を向けられればむけられるほど、声を聞けば聞くほど、それを自分だけのモノにしたいという想いが強くなった。理性がきかないほどの独占欲を感じたのは生まれて初めてだ。

　何を見ても何を聞いても、こんなにほしいと思ったことはない。彼女と一緒にいると心地良いのと同時に、自分が別のものに作り変えられていくようだった。

　あと少し、あと少しで彼女が俺のものになる。彼女を好きになればなるほど、自分の本能を抑えるのが難しい。

　あぁ、早く俺のところにきて。身体の隅々まで俺の印をつけて、どこにもいけないようにしてあげる。








三十二話　新しい侍女生活






　バシャバシャっ!!

「きゃあ!!」

　突然頭の上から降ってきた水の塊。冬の屋外で被る水は氷のような冷たさでした。

　三つ編みに結んだ髪から滴る水滴と身体に張りつく洋服の感触がとても気持ち悪いです。

「フフフ」

「アハハ、あれ、見てくださいませ」

　頭上から聞こえる笑い声に顔を上げると、サッと後ろを向いて消えていく赤毛の髪。またあの方なのですね。

「はぁ……どうしましょう」

　まだつけ慣れない伊達眼鏡を外すと顔からも雫が落ちました。

　これが所謂いじめというものなのでしょうか？　もしくは新人イビリ？　まさかこの美しい王城でもこんなことがあるとは思いませんでした。

「服を乾かさないと……。あぁ、でも着替えが」

　もうすぐお嬢様の妃教育が終わってしまいます。それまでになんとかしないと。
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　久しぶりのお墓参りから帰ってきた私たちは怒涛の忙しさに巻き込まれていきました。

　私が公爵様の養女になると使用人の方々に発表されたとき、私が貴族だと知ったら皆さん驚くかと思っていたのですが。

『やっぱりねぇ、そうだと思ったわ』

『だって庶民の私たちと全然違うんだもん』

『まぁシエナだからね。全然隠せてなかったわよ』

　そんなことを言われ、私は嬉しいやら情けないやらでした。でも、皆さん変わらずに接してくださるのでとても嬉しいです。

　公爵家の皆さんには伝えられましたが、私が王国の公爵令嬢だったことや亡命して養女になったことはまだ公にはしないことになりました。

　なぜなら、今帝国はそれどころではないからです。

　騎士であるジルフォードが前皇帝陛下アグニスト様の孫であることが公表されたことで、今まで何も知らされていなかった王族の方々や貴族たちは大騒ぎ。帝都中もその話で持ちきりです。

　アグニスト様も戦場から戻り、帝都に留まることになりました。市民から人気のあるアグニスト様です。その帰還を祝うお祭りまで開かれました。

　そうこうしている間にあっという間に年が明け、私はジルと正式に婚約しました。

「これでシエナは俺のものだよ」

「まだです。結婚するまではシエナは公爵家の娘ですわ」

　お嬢様のときとは違い、大きな婚約式は行いませんでした。アグニスト様とクリフォード公爵様が立会人となり誓約書にサインをして、お嬢様に見守られながらつつがなく私たちは婚約を交わしました。

「春になったらすぐ結婚式しようね」

「春ですか？　来年の？」

「まさかぁ、今年の春だよ」

　今年の……春？　あと三か月ほどしかありませんが？

「春ですって？　今婚約したのよ!?　そんなにすぐに結婚するつもり!?」

「俺もう無理。我慢しすぎておかしくなりそう。それ以上は待てません」

　一般的な婚約期間とはどれくらいなのでしょう？　ミシェルお嬢様は成人前からの婚約なので最低でも六年ですし。さすがに三か月が短いということは私にも分かります。

「これは決定事項だから。ね、シエナ？」

　有無を言わさないジルの笑顔。これに抵抗する術を私はまだ身につけていないのです。

　こうして私にはなんの相談もなく、私の結婚式の日取りが決まりました。
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「伊達眼鏡……ですか？」

　私がお嬢様の王族教育に初めて付き添う日、渡されたのは黒縁の伊達眼鏡でした。

「それと髪は……。そうね、三つ編みのおさげにしなさい。できるだけ目立たないようにね」

　白と黒のシックな侍女服、黒縁の眼鏡におさげ髪。こんな格好は初めてですが、印象がだいぶ変わりますね。

「登城するときは必ずその格好になさい」

「はい……それは構わないのですが。えっと、どうしてですか？」

　お嬢様は呆れたように大きく溜息をつきました。

「理由はいろいろあるのだけれど、何よりもあの男の指示なのよ。素直に従うのは納得いかないけれどね……。まぁ、仕方ないわ」

「……？」

　こうして具体的な理由は分からないまま、黒縁メガネおさげ髪の私は王城に赴くことになったのです。

　格好はどうあれ、お嬢様に付き添えるのは名誉なことです。養女になった今、クリフォード公爵家の名に恥じない仕事をしなくては！

　そう意気込んでいた私を待っていたのは、思ってもみなかった洗礼でした。

　登城するようになってひと月ほど経った頃。私は小さな違和感を抱いていました。

　お嬢様が王族教育を受けている間、私たち侍女が付き添える場合もあれば、待機しなければならないときもあります。待機の場合は大抵王宮の侍女にまじり、簡単な仕事をこなすのですが……。

　洗濯や掃除など、私は割り当てられた仕事を一生懸命やっていました。しかし、それが何やら変なのです。私がお願いされた掃除の担当場所がひどく汚されている。洗濯物を取り込もうとすると、洗ったはずの洗濯物が泥だらけになっている。などなど……そんなことが続くようになりました。

　そうしてある日のこと、私は出会ってしまったのです。

　いつものように掃除を頼まれた私は、担当場所である城の中庭に向かっていました。前日に中庭の薔薇を剪定したばかりらしく、落ちている葉や枝を片づけるお仕事でした。

　私が中庭に着くと先客がいらっしゃいました。赤毛をポニーテールに結び、侍女服を着たその女性は、美しく咲いた薔薇を次々とハサミで切り落としていたのです。

　この庭の薔薇は王妃様の大切にされている花です。それを切り落とすなんて。

「なぜそんなことをなさるのですか？」

　私が声をかけると、女性は振り返りました。

　真っ赤な髪は艷やかで、その髪が良く似合う派手な顔立ちの美しい方でした。

「あら、もういらっしゃったの？　早かったのね」

　手に持った薔薇の花をぐしゃりと握り潰して彼女は微笑みました。

「そんなことをしては薔薇が可哀想ですわ」

「そうね、貴女がここにこなければこんなことにはならなかったのに」

「えっ……？」

　ツカツカと私の前に歩み寄り、彼女は美しくカーテシーの姿勢をとりました。

「お初にお目にかかります。マリアと申します。貴女って本当に鈍感な人ね。どうして貴女みたいな人がここにいるのか分からないわ。これ以上、私の手を煩わせないでちょうだい」

　突然のことに呆然としている私の横を彼女は通り過ぎていきました。

　そのあと城に戻ると、なぜか私のせいで薔薇が駄目になったことになっていたのです。先輩侍女たちに叱られ、私ではないのですと訴えても私の言い分など聞いてもらえませんでした。

　そしてその日から、私への嫌がらせがひどくなったのです。
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　くしゅんっ。さすがにこのままでは寒いですね。

「シエナさん！　どうしたんですか!?」

「あぁ、モニカさん……これは、その……」

　頭の上の小さな尖った耳。ふわふわと揺れる大きな尻尾。私と同じような侍女服を着た可愛らしい方。

「もしかして、また……？」

　私は笑って頷くしかできませんでした。








三十三話　初めての友達






「私、何か嫌われるようなことをしたでしょうか？」

「シエナさんがそんなことするわけないじゃないですか！　そもそも担当だって違うから関わることもないですよ」

　誰もいない控室。お借りした服に着替えながら、私は濡れた髪をどう誤魔化そうかと考えていました。

　たしかにモニカさんの言うとおり、私はマリアさんときちんと話したこともありません。なぜそんなに嫌われるのかまったく分からないのです。

「これ使ってください！　獣人用のタオルなんですけど、人用のより早く乾きますよ！」

　小さな耳をピコピコ動かしながら、尻尾を揺らすモニカさんはとっても可愛らしい方です。

　モニカ・サージェさん。このお城で初めてできた私のお友達です。

　彼女はイグニス帝国第三王子の専属侍女さんです。犬の獣人で茶色の耳と同じ茶色の癖毛、ぱっちりとした二重が印象的な方。ミシェルお嬢様の婚約者である第二王子ダリウス様の弟君に仕えるモニカさんとは、何度か顔を合わせるうちに仲良くなりました。

　歳の近いお友達ができたのは初めてで、私はとっても嬉しいです。

「本当に言わなくていいんですか？　こんなことするなんてひどすぎます……」

「大丈夫ですわ。お嬢様にご心配をかけたくないですし」

　お嬢様に報告すれば何かしらの対応は取られるでしょう。でも、それではお嬢様の立場が悪くなるかもしれません。

　マリア・オベールさんは真っ赤な髪と瞳が目を引く美しい女性です。帝国のオベール公爵家の三女でいらっしゃる彼女がどうしてイジメなんてするのでしょうか？

　モニカさん曰く、オベール公爵家には跡継ぎとなる男児がいないそうです。マリアさんのお姉様が婿を取り、公爵家を継いでいくのだとか。もう一人のお姉様も他国に嫁ぎ、マリアさんだけなぜか結婚せず、王宮侍女としてここで働いているようです。

「マリアさん、たしか二十歳過ぎてたはずですよ。あんな性格だからいき遅れるんだわ」

「そんなことを言ってはダメよ。人にはそれぞれ事情があるもの」

「もぉ！　シエナさんは優しすぎるんです！」

　王宮に務めることは貴族令嬢にとって名誉なことです。そんな場所に私のような半端者がきているのが嫌なのかもしれません。

「あの……シエナさん」

「どうかされましたか？」

「婚約されたって本当ですか？」

　私がジルと婚約したことはまだ公には発表していません。今この状況で周りに知られてしまうと、侍女としてお嬢様に仕えるのが難しくなるかもしれないのです。

　ジルはとても不満そうでしたが、発表のタイミングはアグニスト様にお任せすることになりました。

「はい、先日婚約致しましたが、少し事情があって公表はしていないのです」

「す、すみません。ダリウス様たちがお話されてるのを少し聞いてしまって……誰にも言ってないです！　でもその、お祝いを言いたくて！　おめでとうございます！」

　両手で握手をしながら、ぶんぶんと尻尾を振って喜んでくださるモニカさん。私まで笑顔になってしまいます。

「ありがとうございます！　とても嬉しいです。お友達にお祝いしてもらうなんて、初めてで……」

「お、お友達!?」

「あ、その、嫌でしたか？　私、モニカさんのような素敵な人がお友達だったら嬉しいなと思っていて勝手に」

「いえ、お友達です！　私もお友達になりたいです！」

　こうして私に正真正銘のお友達ができました。

「お相手はどんな方なんですか？」

「どんな……？」

　うーん……ジルはどんな人なのでしょう？　とても優しいけど強引で、私のためと言いながら絶対に自分の意見も譲らない。

「とても強引な人ですわ」

「シエナさん、すごく押しに弱そうですもんね！」

　クスクスと二人で笑いました。

　なんとか乾かした髪を三つ編みにしているとお嬢様からお呼びがかかりました。

「シエナさん！　今度何かあったら絶対言ってくださいね、私が文句言ってやりますから！」

「ありがとうございます。でも大丈夫ですわ」

　私はモニカさんと別れ、急いでお嬢様のもとに向かいました。

「シエナ、どうしてきたときと服が違うのかしら？」

「すみません、先程つまずいて水に濡らしてしまって……」

「髪も湿っているようだけど？」

「これは……ほんの少し濡れただけですわ」

　ジーッとこちらを見つめるお嬢様の目を、頑張って見つめ返しました。ここで反らしてはダメなのです！

「シエナ、嘘はすぐにバレるわよ？」

「嘘ではありません！」

　笑顔で答えるとなんとか誤魔化せたのか、お嬢様はそれ以上追求してきませんでした。

「私は帰るけれど、貴女はここに残りなさい」

「えっ、ご一緒に帰るのでは……？」

　そのとき、控えめにドアをノックする音が聞こえました。

「失礼するよ、お話し中だったかな？」

「アグニスト様！」

　演習用の簡易な騎士服を身に纏ったアグニスト様。そんな格好をしていても溢れる威厳は隠しきれませんね。

「今ちょうど終わったところですわ。シエナ、今日はアグニスト様とお帰りなさい」

「え？　それはどういう……？」

「あとは儂が馬車の中で説明しよう。君に会わせたい者も待っているよ」








三十四話　新しい居場所






　帝都の大通りを進む一台の馬車の中。王族が乗ることを示す金の紋章を見て、道行く人たちがこちらを見つめています。

　アグニスト様が小窓から手を振ると、小さな子どもが笑顔で手を振り返していました。

　さすが王族の方々が乗る馬車は乗り心地が全然違います。ふかふかとした座面に埋もれてしまいそう。

「侍女の仕事は大変ではないかね？　慣れないことも多いだろう」

　今日あったことを思い出し少しだけ気が滅入りました。でも、そんなことで私はめげたりしないのです！

「はい、仕事を覚えるのは大変です。でもすごくやり甲斐があります。王国にいた頃は想像もできなかったですが、今とても楽しいのです」

　私の言葉にアグニスト様は満足そうに頷いてくださいました。

「その格好も良く似合っているよ。すまないね、ジルフォードが面倒くさいことを頼んだようで……」

「……？　はい、大丈夫です」

　この伊達眼鏡と三つ編みには一体どんな意味があるのでしょう。

「それで、この馬車はどこに向かっているのですか？」

「あぁ、これからいくのは儂の屋敷だよ。先日、君が滞在していた郊外の屋敷は今後別荘として使うことになってね。帝都にあった屋敷を改装したのだよ。それであちらにいた者たちを呼び寄せたんだ」





＊　＊　＊






「ミラさん！」

「シエナ様！　あぁ……またお会いできて本当に良かった！」

　そこにいたのは絶対にまた会いたいと思っていた人でした。

　郊外のお屋敷で侍女長をしていたミラさん。猫の獣人でジルの幼い頃の教育係でもありました。あのときは本当にお世話になりました。

「いろいろ大変でしたね。でも無事坊ちゃまと婚約したと聞いて、私は心から安心しました。どうぞジルフォード様をよろしくお願い致します」

「こちらこそ、どうぞよろしくお願いします」

　涙を浮かべて喜んでくれるミラさんにつられて、私もうるうるしてしまいました。

「感動の再会はそのくらいにして、シエナ嬢に屋敷を案内してあげてくれないか？」

「はい！　かしこまりました！」

　帝都の貴族街と呼ばれる一等地に建つお屋敷。豪華ながらもどこかぬくもりを感じる素晴らしい造りです。

　一階には大きなリビングとダイニング。キッチンと使用人たちの居室も広く、アグニスト様の気遣いが感じられました。

　二階には客室と書斎、主寝室と寝室がもうひとつ、そして……。

「そして、こちらがシエナ様のお部屋でございます」

「え？　私の部屋があるのですか？」

「もちろんでございます。この屋敷はシエナ様のために改装したのですから」

　屋敷の中庭を眺められる屋敷の二階。一番陽当りの良い場所にその部屋はありました。緑を基調とした内装と可愛らしい調度品。

　大きな天蓋つきのベッド、サイドテーブルには美しい白百合が飾られています。

「こんな良い部屋を私のために？」

「内装はアグニスト様が、調度品は坊ちゃまが選ばれました。これからもっと増えていきますよ。シエナ様は私たちの大切な方ですもの」

「そのとおり。ここはシエナの家になるんだからね」

「ジル！」

　突然現れた彼にふわりと抱き上げられました。

「ジル、私全然知りませんでした。こんなに素敵な部屋を……」

「シエナを驚かせようと思ってずっと秘密にしてたんだよ」

　彼の首に手を回し、私はギュッと抱きつきました。

「ジジイは来年で七十歳になるし、そろそろ引退も考えてるんだと。そしたら、あの別荘に隠居してもらって俺たちはここで暮らそう」

「私はアグニスト様とご一緒でも……」

「俺が嫌なの。せっかくの新婚生活、二人で過ごしたいでしょ」

　新婚生活……。あと数か月したら、私は本当に彼と結婚するのですね。

「お嬢様の許可ももらったから、これから仕事のない週末はここで一緒に過ごそう。今日から泊まっていいってさ」

「え？　泊まるのですか!!」

「シエナ様！　ご安心ください！　もう以前のようなことはさせませんから！　私とアグニスト様がしっかりと見張りますので！」

　王族であるアグニスト様に見張らせるなんて、そのほうが問題なのでは……？

「結婚するまではなんにもしないから、安心して？」

　ジルのその笑顔は、どこか嘘っぽく、とても怪しい気配を感じました。

「絶対ですよ。もし約束を破ったらジルのこと嫌いになっちゃうかもです」

「えっ!!　まじで!?　ねぇ、どこまでなら大丈夫？　どこまでなら嫌いにならない？」

　さっきまでの顔とは打って変わって真剣な表情に私は思わず笑ってしまいました。
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